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性質ハ小見 モ成人 モ共 二年少ナル程進行性 ノモ

ノ多 ク陳蕗性結核ハ年 ト共 二壇加 スルニ似 タ

リ。女子ハ男子二比 シー般 二爾早期 二於 テ極期

テ示 セリト記載セ リ。又前田氏 ノ調査二徴 スル

ニ結核屍 ノ年齢的關係ハ進行性結核死亡卒ハ20

年代ニテ最高二達 シ其後減少スルガ50年 代二

到 リ少 シク上昇 シ其後再 ビ減少ス。陳菖潜在性

結核ハ1-9年 二於 テハ見ズ其後漸次檜加 シ60

年代 二於 テ最高二達ス。年齢的頻度ハ女子ハ男

子 ヨリ率高 ク進行性結核 二於 テ最高死亡卒ハ男

子 ヨリ早期 二現ハル ・ト云 フ。最後 二田原氏 ノ

報告ラ見ルニ各年齢群 テ通 ジ最モ結核性攣化 テ

呈 セルハ16-一一・30歳1=シテ10--15歳 ノモノ之二

　

亜グ。 而 シテ15歳 以前二於テハ多少 ノ例外 ア

レゼ大盟二於 テ年齢 ノ幼弱ナル者程結核少 ク30

歳以後ハ反之年齢 ノ増加 スル程結核ハ漸次減少

スルモ ノ・如 シ。更二結核性病攣例テ進行性 ト

陳薔性 トニ分 ツ時ハ前者 ハ21歳 ヨリ30歳 迄 ノ

モノニ最モ多ク之 ヨリ年齢 ノ少キ程又ハ増加ス

ル程其数テ減 ズルモ唯幼年者 ニハ比較的多 シ。

而 シテ後者ハ年 ト共二40歳 二到 ル迄漸次檜加

シ之 ヨリ次第二減少スルテ見ル。更 二進行性結

核 ト陳茜性結核 ヲ相封比 スルニ前者ハ幼年少年

青年各期 ラ通 ジテ著 シク後者 ヨリ多 キモノナル

ガ31歳 以後 二於 テハ急二雨者間 ノ比例 ノ轄倒

スルラ見ルト云 フ。

第六章 結核ノ臓器分布二就ラ

第 一一節 各 臓 器 ノ結 核 分 布

斌 態 二就 テ

第一項 肺結 核

1・ 頻度。卒 野、 徐雨氏等 二稼 レバ肺結核症 ハ

絡結核病屍例 ノ90.75%(大 人91.02%、 小 人

89・17%)テ 占 メ、Cornet氏 二嫁 レバ肺結核症 ハ

総結核病屍例 ノ90%二 當 リ.萩 谷氏 ハ81.0%

テ碁 ゲタ リ。Naegeli氏 ハ82%ナ リ ト。新井氏

(京都帝大)二 嫁 レベ総結核 屍例 二封 シ83.8%

(大人69.8%、 小 人ll.0%)ナ リ。而 シテ肺結核

屍 中致死 ノ圭 因 テナセルモ ノテ圭要例、其然 ラ

ザル ラ非圭要例 トシ後者 中多少 ノ顯著性或 ハ進

行性 テ示 スモ ノテ顯著例他 ハ肺結核性病攣 ガ殆

ド陳 藷性 テ呈 スルモ ノラ輕微 例 トシ頻 度 ラ見 ル

ニ圭要例 ハ58・7%(大 人82.6%、 小 人17.7%)、

非 主要例 中顯 著例16・3%(大 人68%、 小 人31・9

%)、 輕 微例24.8%(大 人94.9%、 小 人5.1%)

ナ リ ト。

次 二 肺結 核 ラ進行性拉 二治癒性 トセ ル 文獣

二稼 ルニNaegeli氏 ハ縮結核病屍例 中進行性

71、9%(大 人71。1%)、 治 癒性28。1%(内 大 人

28嬢9%)、Brukhard氏 ハ縮結核病屍例中進行

性60.6%(大 人58・7%、 小 人90・3%)、 治 癒性

39・4%(大 人41・3%、 小 見9.7%)ナ リ。卒野、

徐 爾氏等 二蘇 レバ 肺結核病屍 中進行性78.36%

(大人75.61%、 小 見95.76%)、 治癒 性21.64%

(大入24。38%、 小見4.24%)ラ 報 告 ス。 萩谷氏

ハ進行性(肋 膜癒著 デ加 フ)70・5%比 較 的治癒

例29・5%・Risel氏 ハ進行性46%、 比 較的治癒

例54%、Lubarsch氏 ハ進行性45%、 比 較 的治

癒55%ナ リ ト。 大野氏 ハ 結核屍 ヲ進行 性拉 二

治癒性 トニ優別 シ進行性結核 中肺結核 ヲ全結核

ノ65・3%二 於 テ認 メ 室洞形 成 アルモ ノハ 肺結

核屍 ノ69。2%(男74・7%、 女60。8%成 人72.2

%、 小見51・1%〉 則 チ男 子ハ女子 ヨ リ成人 ハ小

見 ヨ リ室洞形成 ノ傾向大 ナルモ ノ ・如 シ ト云

フ。 山 口氏ハ 肺結核 ハ 全結核屍 二封 シ63 .7%

全 結核屍 二封 シ男65.9%、 女34.1%)ニ シテ男

性 ハ女性 ヨ リ多 シ ト。 田原 氏 二嫁 レバ肺結核 ハ

全結核例 二封 シ78・7%ニ シテ 殊 二大 人結核 二

於 テハ肺 ノ侵 サル ・頻度 ハ小 見 二比 シ頗 ル大 ナ

リ ト云 フ。雨肺 二結核 テ認 メ シバ56 .2%、 偏 側

肺結核例 ハ 左側11・58%(大 人10.29%、 小 見

0・96%)、 右 側11・25%ナ リ
.叉 糸慰テヲ通 算 シ

罹患頻度 テ見 ルニ左右共全結核例 二封 シ67。6%

ナ リ。由是親 之結核 性攣 化ハ左右 爾肺 二封 シ全

然 同一程度 ノ親 和力 靖 スルモ ノニ シテ左倶収

ハ右側 テ殊 二好 ンデ侵 ス傾 向ナ キラ知 ルベ シ
。
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其 他前田氏 ノ調査 二嫁 ルニ 肺 二 結核 テ認 メ シ

モ ノハ剖検線撒 二封 シ30.82% 、 全 結核屍 二封

シ90・57%(男94・52%、 女81.32%)ニ シテ就 中

進行性肺結核69.81%、 陳 薔性潜在性肺結核屍

ハ20。75%ナ リ ト。

n・ 逐齢的性的關係。小見肺結核 二就 キBlum-

menberg氏 ハ小見 期 二於 ケル 原登性肺結核 ガ

規 則的 二進行 性且必 ズ死 二終 ルベ キモノナ リ ト

稻 セ リ。甲斐氏 ハ小 見肺結核 二於 テ室洞形成10

例 室洞形成 ナ キモ ノ24例 、 乾酪性肺炎16例 、

粟粒 結核兼乾酪性肺 炎12例 ナ リ トシ室洞形 成

ハ大 人 二比 シ著 シク少撒 ナ リ。殊 二幼少 ノモ ノ

ニ於 テハ甚 グ少籔 ニ シテ10例 中7例 迄 ハ10歳

以 上 ノモ ノニ存在 セ リ。肺 二於 ケル結核性病攣

ノ進行性 ナル カ或 ハ治癒 ノ傾 向 テ有 スルモ ノナ

ルカ ラ匠劃 スルニ5議 以下 ノモ ノ7例 ハ纏 テ進

行性 ニ シテ治癒 ノ傾 向 アル モ ノテ認 メズ。然 ル

ニ6歳 以 上 ノモ ノニ 於 テハ19例 ノ進行 性 テ有

スル モ ノ ト7例 ノ治 癒 ノ傾向 アルモ ノ トア リ。

而 シテコ ノ治癒 二向 ヘル7例 中3例 二於 テ石灰

沈著 アルモ ノテ認 メ タリ。 則 チ氏 ハ之 ニ ヨ リ小

見肺結核 二就 キ年少 ナルモ ノ程豫後不良 ニ シテ

年齢 ラ増加 スル ニ 從 ヒ治癒 ノ傾 向 アルモ ノ多

シ、其或 ル モノニ於 テハ病竈 ノ周園 二於 テ厚 キ

結締織 ノ肥厚 テ來 シ或 ル者 二於 テハ石灰沈 著 テ

ナ シ以 テ自然治癒 ノ像 ヲ呈 セルモ ノ少 ナカラズ

ト。 李野5徐 雨氏等 ハ肺結核 ハ全屍 二封 シ1-

16歳 二於 テ31%、17-20歳 二於 テ53%、21-

30歳 二於 テ52%、31-40歳 二於 テ41%、41-

50歳 二於 テ35%、51-60歳 二於 テ34%、61-

70歳 二於 テ36%、71--80歳 二於 テ54%、81一

議 以上 二於 テ29%ナ リ トシ肺結核 ハ17歳 以上

30歳 迄 ノ間 二最 モ多 ク小見肺結核 ハ96%澹 行

牲 ニ シテ其進 行性結核例 ハ年 ト共 二逆比例 シテ

其撒 ヲ減 ジ比較的治癒例 ハ年齢 ト共 二正比例 シ

テ増加 スF。Lubarsch氏 亦 同檬 ノ見解也.山 口

氏 ハ 肺結核総籔 ハ14歳 ヨリ階段的 二増加 シ24

議 二於 テ其頂 上 二達 シ再 ピ滅 ジ30歳 二到 リテ

著 シク減少 シ30歳 ヨリ45歳 迄爾少激 ニ シテ常

二存在 シ40歳 ヨリ60迄 歳 極 メテ少撒 例 二於 テ

存否相混 ジ其 レ以後70歳 迄 ハ 僅 カニ2例 ヲ認

メシノ ミナ リト。又幼年期 二於 テ9歳 前後 二於

テ1、2例 宛存在 シ最 モ若年期 二 見 タルモ ノハ

2歳2例 ナ リト。而 シテ男女別 二見大艦 二於 テ

女性 ハ男性 ヨリ各年齢 二於 テモ其撒少 シ。而 モ

男性 二於 テ 其最 モ 多撒 ナ ルハ24歳 ナル ニ反 シ

女子 ハ19--22歳 ナ リ。高年期殊 二47歳 以後 二

來 レル肺結核例 ハ何 レモ男性 ニ シテ之 二反 シ6

歳 ヨリ11歳 迄 二來 ル 肺結 核症例 ハ 女 性多歎 ラ

占 メ居 レリ ト。薪 井氏 ハ肺結核 ノ主要例 及顯著

例 二於 テハ21--30歳 最 モ多 ク15歳 以下 ノ小見

之 二亜 ギ16-20歳 ・・第三位 ナ リ。 輕微例 ニア

リテハ31-40歳 二於 テ 最 モ多 シ ト、 性的關係

バー般 二男子 ハ女子 二比 シ多 ク左 側 二結核 テ有

スルモ ノニ就 キ男子 δ4.7%、 女 子32.7%ニ シ

テ右側 二於 テハ男子55・7%、 女 子33.3%、 雨側

男 子47.4%、 女 子28.6%ナ リ ト。 其他大野氏

二篠 レバ 進行 性肺結核 症 ハ21-30年 最 モ 多 ク

31-40年 之 二亜 ギ16-20年 ハ 第三位 ナ リト。

Hamburger,Franz,Johanna氏 等 二櫨 レバ小

都市及 田舎 二於 テハ20-25歳 二 多 ク シテ 大都

市 二於 テハ春期登動期 ノ者 二最 モ多 シト。性的

關係 ハKoopmann,Hans,Bollinger氏 等 二

糠 レバ肺結核症 ハ男子 ノ撒女子 二勝 ル トセ リ。

大野氏 ハ之 二反 シ肺結核屍302例 中男 子120例

女 子182例 ニ シテ女子 二多 キ成績 ヲ示 セ リ。

∬工 肺結核 ワ占擦部位的關係。 進行 性肺結核

二就 キ其左右雨側 ノ頻度 二關 シテハ諸家 ノ業績

必 ズ シモー致 テ見ズ即 チOscar,Horn氏 等 二

檬 レバ161例 中 左肺 ノ右肺 ヨリ病攣高度 ナルモ

ノ71例 之 二反 スルモ ノ43例 、雨側梢 篭同程度

47例 ヲ算 シ、William氏 ハ左側 ノ ミノモ ノ122

例 、 右側 ノミノモ ノ98例 テ暴 グ、Saugman&

Hansen氏 等 ハ54例 中左肺 二強度 ナルモ ノ43

例 之 二反 スルモ ノ11例 テ報 告 シ、其他Cavaレ

canti,Strandgaard,Walsche,Cotten,Pollock,

LOuis氏 等 ハ何 レモ進行性肺結核症 二於 テハ左

側 ノ右側 二比 シ優 ルラ述 ベタ リ。然 レ共大野 氏



第4號 】 卒塚=結 核 ノ臓器分布二關スル綜説 239

ハ進 行性肺結核屍302例 中爾側199例 、左側44

例 、右側59例 ナ リト云 フ。而 シテSimon,Scott,

Alison,Pollock氏 等 ノ成績 テ綜 合 スルニ左側

ハ右側 二比 シ室洞形成著 シク多 シト云 フ。Molle

氏 二殊 レバ蕾 二肺臓 ノξナ ラズー般相封性臓器

二於 テハ左側 ハ右 測二比 シ病毒感染 二封 シ抵抗

力弱 ク從 テ罹 患頻度 顯著 ナ リト。以 上二縁 レバ

肺結核症 ノ進行性 二陥 レル際 ニハ左肺 ハ右肺 二

比 シ軟化 崩壌機轄 ノ強度 ナ リト設 クモ ノ多 キガ

如 シ。次 二輕微性肺結核症 二於 テBugge氏 ハ

72例 中右側 ノミノモ ノ30例 、 左側 ノミノモ ノ

20例 、 爾側22例 ラ、BirschHirschfeld氏 ・・

39例 中 右側 ノミ24例 之 二 反 スルモ ノ15例 、

Victorscheel氏 ハ 右側250例 、 左側191例 、

Williams氏 ハ右側287例 、 左側168例 、 雨側

205例,Cavalcanti氏 ハ右側57%、 左 側30%、

雨側13%、Standgaard氏 ハ 右側83%、 左 側

17%、Mayer氏 ハ 右側高度例47.6%之 二反 ス

ルモ ノ49.76%、 雨 側梢 支同程度 ノモ ノ2.64%

テ基 ゲ タリ。Naegeli亦 右側 ハ左側 二勝 ル ト云

フ。然 レ共亦之 二反 ス ト樗 スル學者 ア リ。殊 二

Leroux氏 ハ 「レン トゲ ン」検査 二檬 リ小児(8-

15歳)肺 結核症 二於 テ左肺尖87例 、 右肺尖67

例 、雨側 肺尖108例 ニ シテ肺結核 ノ屡k左 肺尖

二多 キラ報告 ス。而 シテFrich,Heitler,Fow。

ler氏 等 ハ左右側 二於 テ著シキ差異 テ認 メズ ト謂

フ。新井氏 ハ左右肺 ノ關係 バー般 二右肺 ハ左肺

二比 シテ結核症 二感染 シ易キモ左 肺 ハ右肺 ヨリ

モ重症 二陥 リ易 キ ラ思 ハ シム トナ シ。1.主 要

例 二於 テ雨肺 二結核 竈 アリ而 モ左右略 丸同程度

例29・2%、 左 側高度例35.7%、 右側 高度例31.4

%、 左 側 ノ ξノ例14.6%、 右 側 ノミノ例21.2%

ナ リ。而 シテ雨肺各葉 二於 ケル病竈瑳現頻度殆

ド差異 ナ キモ病竈 ノ最 モ顯 著部位 テ見 ルニ右 上

葉圭位 テ占 メ左上葉之 二亜 グ。2.非 圭要例顯

著例 二於 テハ繭肺 二結核竈 アリ。而 モ左右略 胤

同程度例38.5%、 左 側高度例20・4%、 右 側高度

例15.7%、 左 側 ノ ミノモ ノ10.4%、 右 側 ノミノ

例14.7%ナ リ。而 シテ爾肺各葉 二於 ケル 病竈

頻度 ハ右 上葉主位 テ占 メ左上葉 之 二亜 ギ右下葉

左下葉右 申葉 ノ順 ナ リ。3.非 主要例 中輕微例

二於 テハ雨肺 二結 核竈 アリ。 雨側稽 ヒ同程度 ノ

モ ノ14・7%、 左 側高度例1.5%、 右 側高度 ノモ

ノ78・6%、 左{則 ノミノモ ノ35.5%、 右{則 ノ こノ

モ ノ37.7%ニ シテ之 ヲ要 スル ニ 爾肺各葉 屯於

ケル病竈頻度 ハ左上葉圭位 ニ シテ右 上葉 之 二亜

ギ右肺尖左肺尖左下葉 右下葉右 中葉 ノ順 位 ナ リ

ト。

IV。 肺結核 ノ分類。TurbanGerhardt氏 二檬

ル肺瘍 ノ三期分類法則 チ第一一期(Pbthisisinsi-

piens)、 第二期(PhthisisConfirmata)、 第 三

期(PhthisisConsummatas.Cavernesa)ハ 圭

二病竈 ノ位 置及籏園 テ示 スニ過 ギズ シテ廣義 二

於 テ結核症 ガRanke氏 ノ組織學的研究並 二免

疫學的研究 ト相待 チ三期 二分類 サル ・二到 リ結

核症 ノ身禮 内 二於 ケル登展 ノ経過 二從 ツテ第 一

期、第二期、第三期 二分類 サ レ小見 ノ疹症 ハ結

核症 ノ第一期、第二期 二該當 シ第三期結核症 ノ

大部分ハ實 二成人 ノ慢性肺霧 タルモ ノ・如 シ。

Aschoff氏 二嫁 レバ肺臓 ガ結核菌 ノ侵襲 二封 シ

テ種 々 ノ原 因 ニヨ リニ種 ノ異 レル 防禦 的反慮

defensiveReaktionテ 呈 ス 則 チ檜 殖性病鍵

ProduktiveProzesseテ 呈 スルカ或 ハ滲出性

病攣ExsudativeProzesseヲ 現 ハス。 此時季

ヲ防禦時期DefensivePhaseト ス。 此時期 ヨ

リ修理時期ReparativePhase二 移行 スル ト硬

憂ZirrhotischeProzesseガ 主 ナル モ ノ トナル

ト。而 シテ檜殖性反 慮 トハ結核 ナル特 異 ノ肉芽

組織 テ形成 スル防禦反磨、滲 出性病憂 トハ此結

核 テ形成 セズ ニ毎常特異 ノ乾酪 化壌死 二陥 ル所

ノ肺炎性滲 出物 テ以 テスル防禦反慮、硬攣性病

慶 トハ結締組織 化及績援性萎縮 テ以 テスル修理

反慮 デ アル トセラル。

抑k肺 結核 ノ分類 ハ1906年A。Fr蕊enkel氏 ガ

Rosthorn氏 ト共 二登表 セシヲ噛矢 トスルモ ノ

ノ如 シ。貝ilチ

1・SpitgenProzesseドeinseitigod .dopPet

seitig
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2.Oberlappenproz.

a・Infiltrativeprozesse

b.Zirrhotischeprozesse

c.Kavern6seProzesse

3.Oberlappenprozessemitver盗nderun-

.geninMitte1-od.Unterlappen

次 二1910年A.Frsenkel氏 ハE.Albrecht

氏 ト共 二病 理 的 ノ分 類 ラ登 表 セ リ。 則 チ

1.Dieindurierenden,zirrhotischen,ab-

heilendenProzesse

2。Dieknotigen,bronchia1&Peribron-

chialfortschreitendenProzesse

3.DieK且esigenscpneumonischeProzesse

其 後Albrecht氏 ・・Kaverneノ 有 無 ニ ヨ リ

1.Zirrhotischeprozesse

a.OhneKavernenb.mitK

2.Knotigeprozesse

a◎ ・・})

b.""

3.K乞sig.Pneum◎nischeprozese

a.JJt・

b."se,

其 後1914年Nicol氏 ハAschoff氏 ノ下 二 於

テ次 ノ如 キ 分 類 テ登 表 セ リ.

1.MiliarFormen.

1.Miliaeinterstitiellevorwiegendproli-

feriendeForm

2.MiliareparenchymfullendeForm

a.vorw.prolif.F.b.vorw。exsudat.

F.

2.Konglomerierendenod6seFormen

1.InterstitielleForm

2。ParenchymfullendeForm

のa

b

C.

3.

Azinosenodasevorw。prolif.Form

KaesigeBronehitis,meistinVerb-

indun窪mitaod.c

Kaesigebronchopneumonische

vorw.exsudativeForm

KonfluierendeFormen

◎
1

の
9
4

Lobarzirrhotischevorw.prolif.Fo・

rm.(mitKavernenbildung=ChroniSd

cheKavern6sePhthise)

Lobarpneumonischevorw.exsudative

Form.〈mitSequestrierung=Akute

sequestrierendephthise)

次 二Aschoff氏 ハintrakanalikul5reAμsbreit。

ungod.Fortschreitenazin6senHerdeナ ル

ヤ ニ ヨ リ臨 躰 的 二 次 ノ分 類 ヲ ナ セ リ。

1.

II.

a.

b.

III.

.

●

a

璽
0

其後1917年Aschoff氏 ハ更

セ リ。

画

0
1

の
2

●
3

4

◎
1

◎
2

3

則 チ

Dieinterstitielle

Tuberkul◎se(Mili。

artuberkul◎se)

DieazinoseTuber-

kulose

Dieazinosnod6se

phthise

Diezirrhotisehe

phthise

MiliarePhthise=MiliareTuberkulose

Fokale(nod乞slobul乞re)Phthise

Azin6snod6sePhthise

Lobu1乞rkasigePhthise

Diffusephthise

Zirrhotisehephthise

KasigPneumonischerphthise"

二 次 ノ分 類 ラ登 表

DieersteGrupPe

DiezweitenGrupPe

DieazinoseKasigb

Pneumonie

DieLobulareKas・

igePneumonie

(KasigeBroncho-

pneumoniseheLo-

b湖areKasigepht-

hise)

DieLob5reKasige

pneumonie)

Lokaleod.disse-

miniert,indurie-

rend(fibr6s)od.

erweichend(Ver・

kssend)

工oじくaleoddisse。

miniertabkapse-

lndodererwei-

chend

ク

1918年Bacmeister氏 ハ 次 ノ分 類 ラ 試 ミタ リ。
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0
1

鯵
2

a.

b.

3.

1)

4.

其後 同氏 ハ病理 解剖的攣 化 ノ種類

の

リ

コ

ー

り
廓

リ
リ

a。

b.

1920年

Grsff氏 ト共 二次 ノ分 類 テ試

1.

0
2

●
3

臨 躰 的 経 過 ノ種 類progrediente,stati。 』

onsre,ZurLantzneigende,Latente

TUberkulose

病 理 解 剖 的 憂 化 ノ種 類indurierende,

disseminierte,pneumonischeTuber-

ku}ose

bronchopneumonischeTuberkulose

lob乞rpneumonischeTuberkulose

病 患 ノ傳 染 性 て
Offene2)GeschlosseneTuberkulose

局 所 ノ範 園

二關 シ

ZirrhetischeTuberkulose

(Azin6s)nod5seTuberkulose

Pneumonische(exsudative)Tuberku-

lose

LobΣrpneumonischeTuberkulose
嘩
bronchopneumonischeTuberkulese

A.Frankel氏 ノ・臨 林 的 立 場 二 於 テ

ミ タ リo

D1eAusdehnungdesprozesses
り

a.einseitige,doPPelseitige

b。Spitzenfeld,Oberfeld,Mittelfeld,

Unterfeld

DieanatomiseheArtderForm

a.Zirrhotische,zlr-

rhotischnod6se,

nod乞szirrhotis-

che

b.Azin6s-nodsse

c.Lobul乞reersud-

ativeu.K乞sige

(bronchopneu・

monische)

d.Lobar-Kasige

(Pneumonische)

Vorhandensein

ProductiveFor一

men

1exsudative
/-en

For一

od.FehlenvonKaver一

nen。

Romberg氏 ハ更 二臨躰的 二 QualitativeEin一

teilungヲ 試 ミ タ リ。 則 チ

1)ExsudativeLungentuberkulose

a.bronchopneumonischeForm

b.PneumonischeForm

2》Proliferative(productive)Lungentu。

berkulose

a.reinProliferativeForm

b.Proliferative。zirrhotische(Zirrhotis-

cheproliferative>Form

3)ZirrhotischeLungentuberkulose

而 シテ1921年Miche1氏 ハFr乞enke1Albrecht

雨 氏 ノ記 載 テ再 ビ探 用 シBacmeister氏 ノ副 分

類 ヲ附 加 シ次 ノ提 案 テ ナ セ リ。

1.ZirrhotischeTuberkulose

2.knotigeTuberkulose

3.K蕊sig。exsudativeTuburkulose

a.bronchopneumonischeTuberkulose

b.Lob乞rpneumonischeTuberkulose

同 年Ulrici氏 ハ次 ノ如 キ分 類 ラ登 表 セ リ。

1.Gruppedieexsudativephthise

a.dielob蕊reKi三sigepneumonie(Pera-

kut>・"

b.dielobul乞reK蕊sigePneumonie

(Akutbissubchronisch)

II.Gruppe-dieproduktiveTuberkulose

c.dienod6sephthise(Chronisch)

d.diezirrhotischephthise(exquisit

chronisch)

其他Schut氏 ハ次 ノ分類 テナセ リ。

1.

II.

III.

a

壕D

AbsoleteForm

LatenteForm

ManifesteForm

ProductiveForm

ExsudativeForm

次 二本 邦 二於 テ 宮 本 氏 ハ 大 正13年 次 ノ如 キ分

類 テ ナ セ リ。 則 チ

1.Productiv-zirrhotischeForm

2.Productiv-exsudativeForm

3.Zirrhotisch-exsudativeForm
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要 之以上諸家 ノ肺結核 分類 ノヨリ テ來 ル 所 ハ

1920年Weisbaden二 於 ケル内科學會 二於 テ ノ

Ascho催 氏 ノ業績 二待 タザルベ カラズ。氏 ハ進

行性 肺瘍 ノ病理解剖的所 見ハ大艦 二於 テニ類 二

大 別 シ得 ベ シ。則 チ増殖性反磨 テ圭 トナ スモ ノ

ト滲出性反慮 ヲ主 トスルモノニ シテE.albrecht

.及ビA.Fr5enke1氏 等 ノ所 設 二從 ヒ反磨1ノ所

荘性 状及 分布 ノ駄態 二從 ヒ次 ノ如 ク細別 セ リ。

則 チ

A.ProduktivePhthise

1)Azinδsproduktivephthise

2)Azin6snod6sephthise

3)Zirrhotischephthise

B.ExsudativePhthise

l;畿 蓋臨 艦 臨羅一
3)LobarKasigepneumonischephthise

其 後 本邦 二於 テ緒 方教授 ハAschoff氏 ノ所読

ラ引 用 シ病理解剖的 二分類 スル コ ト次 ノ如 シ。

甲、増殖性結核Produktivephthise

1.細 葉 性檜殖 性結核Azin6sProduktive

phthise

2.細 葉 性結節姓結核Azin6snod6seph-

thise

3.硬 化 性結核Zirrhotischephthise

乙 、 滲 出性結核exsudativephthise

1.細 葉 性滲 出姓結核Azinosexsudative

Phthise

2.小 葉 性滲 出性結核Lobularexsudat-

ivePhthise

3,大 葉 性滲 出性結核Lob5rexsudative

Phthise

Aschoff氏 ハ上記 ノ肺 ノ漿化像 ノ外 二次 ノニ ツ

ノ擾 化 ラ附加 セ ラレタ リ。則 チ

1.結 核性乾酪 性氣管枝炎Phthisch-Kaesige

Bronchitis

2.急 性 潰瘍性一慢 性室洞性結核Akut。ul-

zer6se&Chronisch】Kavern6sePhthise

以 上 ノ記載 ニ ヨ リ肺結核 ノ病理解剖的分類蚊 二

由 リテ來 ル研究 ノ推 移 テ認 メ得 ベ シ。

喉頭結核。肺結核 ノ綾登 性攣 化 ニ シテ病理解剖

的 二大野氏 ハ 全結核屍 ノ19、4%a於 テ認 メ 男

女 ニ ヨ リ甚 シキ差 ナキガ如 キモ大人 ハ小見 二比

シ梢 篭多籔 テ占ム ルモ ノ ・如 シ。 多 クハ肺結核

屍 二同時 二褒 見 セラル ・モ ノニ シテ全喉頭結核

ノ92.4%二 達 ス ト.内 山氏 ハ 喉頭結核 ノ全結

核屍 二 封 ス ル 百分卒 ハ21.65%ニ シ テ 女子

20・87%、 男子22・19%ニ シ テ梢 篭男子 二 多 キ

ガ如 シ。更 二重症結核例 二比 スルニ男子 ハ35.6

%、 女 子38・0%ニ シ テ合計36.9%ラ 示 ス。而

シテ年齢的關 係ハ15歳 ヨ リ30歳 前 後迄 最 モ高

傘 ニ シテ漸次減 少 スルモ60--70di二 到 リテモ

爾稀 二登 見 ス。弦 二注意 スベ キハ哺乳期 乃至幼

年期 二於 テモ尚相當例撒 ノ喉頭結核 ノ存 スルコ

トナ リ トセ リ。則 チ7歳 迄 二6例 ラ見 タリ ト。

爾喉 頭結核 ノ卒 ハ女子20歳 前後 男子25歳 前後

二最 モ多 ク且一般重症結核 ヨ リ約5箇 年 以上邊

レテ檜加 ス ト。然 ルニ甲斐氏 ハ小見 二於 テ稀有

ナルテ 論 ジ41例 ノ結核屍 二於 テ僅 カニ2例 ノ

績登 性喉 頭結 核 ヲ認 メシバ ナ リ ト。 爾氏 ハ咽

頭 口蓋 ノ結核 少 キニ關 ハ ラズ扁桃腺結核 ノ稀有

ナ ラザルテ認 メ 小見結核44例 中1例 ノ原褒性

扁桃 腺結核 ト4例 ノ績褒性扁桃腺結核 ラ認 メタ

リ ト云 フ。 田原 氏 ハ全結核屍 ノ10.7%二 於 テ

喉 頭結 核 テ認 メ大人 ハ小見 二封 シ8倍 弱 二當 リ

大 多撒 ハ肺顯 著結 核例 二見 ラル ト云 フ。前 田氏

二糠 ルニ喉 頭結核 テ8 .91%(男 子9。59%、 女 子

7.58%)二 於 テ認 メタ リ ト。

伊藤 氏 ハ総 撒125例 ノ氣管喉頭結核症 ハ全部肺

結 核 ト合併 シ其92%ハ 開 放性結核症 二 合併 シ

肺結核症 中50%ハ 其 開放性 ノモ ノ・68.04%二

氣管喉 頭結 核症 ノ合併 テ見 タ リ。氣管喉頭結核

症 ハ男子共年 齢10年 代 ヨリ30年 代 二亙 リテ多

キテ見 タ リ。 其他外國 ノ文獣 テ見ル ニ喉頭結核

ノ肺結核 二封 スル頻度 二關 シGierke氏 ハ28.3

%、Wirth&Tegtmeier氏 等 ハ20-25%、

Willigk氏 ハ13。8%、Heinz氏 ハ30%、Safr-

aenek氏 ハ33%、Samartano氏 ハ25-30%.
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IKarloGrande氏 ハ38 .%、ArthurMeyer氏

ハ33%ナ リ ト記載 セ リ。Gierke氏 ハ 更 二

GeschloBenerLungentb.2.8%、Offene

Lungentb.19.2%ト ナ シv更 二Alterprodu-

ktiveGeschloBene2.8%、Alterproduktive

offeneLungentb.11.3%、Offeneexsudative

Lungentb.39・8%ナ ル コ トテ報告 ス。以 テ喉

頭 結核 ノ頻 度 ハ肺結核殊 二滲 出性開放性結核 二

最 モ多 キ コ トテ知 リ得可 シ.其 他Stephan氏

ハ50歳 以 上 ノ肺結核 二15%二 於 テ認 メBlum・ ・

menberg氏 亦 老人肺結核屍47例 中9例 二於 テ

之 テ認 メ 則 チ症例 二封 シ19・1%ニ シテ 室洞 テ

以 テ傅染 源 トナスモ ノ ト記載 セ リ。

第二項 腸結核

■ 頻度。大野氏 二嫁 ルニ腸結核 ハ 全結核屍 ノ

54・9%テ 占 メ肺結核 二次 グ。 小見 ノ腸結核 ハ小

見結核屍 ノ57.6%二 當 リ小見 ノ結核姓疾患 中

第一位 テ占ム ト。次 二肺結核屍 二見 タル腸結核

テ総 テ績 登性疾 患 ト見倣 シ控 除 シ得 タル成績 ヲ

以 テ原登性 トス レバ 原登性腸結 核 ハ26。0%ノ

多数 ナ リ。 又他臓 器 二粟粒結核 以外 ノ結核性病

竈 アルモノハ総 撒16艦 ニ シテ腸結核屍 二封 シ

原 登性腸結 核 ト認 ムル テ不適 當 トシテ控除 ス レ

バ軍 二腸 ノ ミニ結核 アルモ ノ5・3%テ 得 。則 チ

腸 ノ原登性結核 ハ少 ク トモ約5%テ 下 ラズ ト云

フヲ得 ベ シ ト。山 口氏 二嫁 ルニ肺結核 ノ際氣道

結核 及腸結核 テ綾登 スル揚合最 モ 多 ク38・9%

テ 算 シ腸結核 ノ ミテ績登 スル場合之 二 亜 イデ

30・3%ラ 算 ス ト。伊藤 氏 ハ304例 ノ腸結核症 中

ソノ97・7%ハ 肺 結核症又75%ハ 開放 性 ノモノ

ト合供 シ叉肺結核症 中66.15%、 其 開放性 ノモ

ノ ・申76.25%二 腸 結核 テ合併 セ リ ト。 田原氏

ハ全結核屍 ノ47・46%二 於 テ腸結核 テ認 メ肺結

核及淋 巴腺結核 二次 ギテ其頻 度多 シ。大人 二於

テ線結核685例 中腸結核304例 郎 チ44.3%ラ

算 セ シニ小見 二於 テハ総 結核例141例 中腸結核

88例 則 チ62.4%テ 算 セ リ ト。 前田氏 二檬 ル

ニ線結核屍 二封 シ36,79%(男 子36.3%、 女子

37.8%)ノ 比 テ示 シ進行 性肺結核屍 二封 シテハ

52.7%ナ リ ト云 フ。

II.腸 結 核 ノ年齢的性 的關係。山 ロ氏 二糠 ル屯

肺結核 二 腸結核 テ績登 スル場合 ハ16歳 ノ頃 ヨ

リ増 加 シ22歳 乃至29歳 二 最 モ 多en=一 現 レ30

歳 以 後50歳 迄 少撒乍 ラ常 二現 ハル。50歳 以後

二於 テハ1例 モナ ク15歳 以前 二於 テハ8歳1

例 、10歳 、11歳 ノ各2例 存在 セシノ ミ ナ リキ

ト云 フ。 甲斐氏 二振 レバ績登 性腸結核 ハ原褒性

ノモ ノニ比 シ遙 二多 ク原 登性 ノモ ノハ幼少 ナル

小見 二多 キニ反 シ、頬 獲性 ノモ ノハ年齢 二關係

ナ ク不等 二褒生 スルモ ノ ・如 シ ト。伊藤 氏 ハ男

女共幼年 ヨ リ10代20代 二至 リテ共 二多 キラ見

タ リ。而 シテ男子 ハ女子 二比 シ約倍撒 ノ割合 二

多 ク見 ラ レタルモ肺結核 症 トノ合併 症 ニテハ僅

カニ女子 二高 シ。肺 二結核竈 ヲ有 セザル腸 結核

症 ノ7例(腸 結 核症糖数 中2.3%)テ 見 タ リ。

m.腸 結椥 占櫨部位的關係。 田原氏 二嫁 ル

ニ腸 ノ各部 中最 モ屡 気結 核 二侵 サル ・ハ小腸 殊

二廻腸 ニ シテ全屍 テ通 ジテ313例 ア リ。 全結核

屍 ノ38・137%ラ 占 メ室腸大腸 之 二次 ゲ。 而 シ

テ 其頻度大 ナ ル ハ 贔様突起(101例)及 廻盲部

(53例)ナ リ トス。而 シテ顯 著結核 二於 テ廻 腸廻

盲部 二於 テハ結核性潰瘍形成 強度 ニ シテ頻 度亦

多撒 之 二反 シ室腸及大腸 二於 テハー般 二輕度 ナ

リ。然 レ共大人 二於 テ強度 ノ潰瘍 形成 テ直腸 二

於 テモ亦認 メ得 タリ ト。 大野氏 二檬 ルニ腸結核

ハ最 モ屡 篭小腸(特 二廻腸)ニ シテ大腸 之 二亜 ゲ

リ。 則 チ小腸結核撒 ハ 全腸結核屍 ノ92.0%ニ

シテ 大腸結核 ハ60.0%ナ リ ト。 而 シテ小見 二

於 テハ小腸侵 サ レズ シテ大腸 ニノ 走病竈 テ形成

セルモノア リ。成入 二於 テハ女子 二斯 ル傾向 ア

ル コ ト直 二想像 シ得 ル所 ニ シテ恰 モ成人特 二男

子 ハ小腸 二何等 ノ認識 シ得 ベキ攣fヒ テ残 スコ ト

ナ ク軍 二大腸 ノミニ結核 性病竈 ラ作 リ得 ルモ女

子及小見 ニア リテハー般 二大腸 ガ侵 サル ・場合

ニハ其経過 ノ前提 タル小腸 ガヨク結核菌 ノ來襲

二抵抗 シ其病攣 ヨリ免 カル ・コ ト甚 ダ難 キカ或

ハ殆 ド不可能 ナル ガ如 キ観 ア リ
。特 二小見及 女

子共 二腸 ガ肺 二比 シ結核 性攣 化 ノアルモ ノ多数
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テ占ムル コ トハ腸 ノ結核 姓疾 患 二封 スル抵抗或

ハ成人男子 二比 シー層溝弱 ナ ルニ非ズ ヤ トモ察

セ ラレ盆 ≧其然 ル テ毘 ユル ガ如 シ ト。 甲斐氏 ハ

原褒性 タル ト績嚢性 タル トヲ問ハズ潰瘍形成 ハ

廻 盲部 二最 モ多 ク登生 シ結腸 之 二次 グモ ノ ト

ス。 角田氏 ハ腸結核 ハ廻 盲部 二最 モ多 ク廻腸之

二亜 グ室腸 二於 テハ十二指腸 室腸轡 曲部 テ好獲

部位 トス。黒 丸氏 ハ肺結核 二績登 セル腸結 核性

潰瘍168例 中廻 腸最 モ多 ク(96.0%)盲 腸 及 上行

結腸 之 二次 ギ十二指腸最 モ少 シ ト云 フ。

IV.腸 結 核 ノ分類 。1901年Londonノ 結 核會

議 二於 テKoch氏 ガ人結核菌 ト牛結核菌 トノ差

異 テ論 ゼ シ以來原登性腸結核 ノ多少 二就 テ病理

學者b見 科學者 ノ研 究盛 トナ リ1908年Kie1二

於 ケル掲逸病理學會 二於 テ 且eller氏 ハHenke

氏 ノ述 くごタル原贅性腸結核 ノ定義 二追加 シテ月

ク 「原獲 性腸結核 ノ傾度 ノ研 究者 ニ ヨリテ 著 シ

キ相 違 テ見 ル コ トハ原褒 性腸 結核 ノ定義 ノ差異

二基 ク ト・・既 二Kpch及 ピv.Baumgarten氏

等 ニ ヨ リテ述 ベ ラレタル コ トナ リ。從 テ各相異

ル見解 二基 ク研 究 ノ結果 相異 ル結 論 テ見 ルハ當

然 ノコ トナ リ。 故 二余 ハ原獲 性腸結核 ノ決 定的

解決 テ保 留 スベ シJト 述 ベ タリ。然 ルニ1912年

Ghon氏 ハ小見結核 二於 ケル肺原褒竈 ノ研 究、

Ranke氏 ハ1916年 結 核初感染 ノ特殊 姓 二關 ス

ル研究、Ghon&Potoschnig氏 等 ・・1919年

小 見結核 二於 ヶル肺及腸 ノ初感染 二就 キ其病理

解剖的所 見 ノ差異 テ報告 シ原登性腸結核 ノ意義

ラー新 セ シメタ リ。其後腸初期感染群 二關 スル

報 告ハGhon&Winternitz,Puhl,Blummen-

berg,Siegmund,緒 方 、岡、黒丸氏等 ノ研 究

報告 ラ見 タ リ。腸結核 テ其成因 二糠 リテ次 ノ2

種 二分類 シ得可 シ。

ん 原登性腸結核。頻度 二關 シテハー 二調査 當

時 ノ定義 二 支配 セ ラルベ ク1901年 ヨ リ戟近 二

到 ル迄 諸家 ノ記録 ラ別 表 二摘録 スルニ頻度 ノ推

移 ガ恰 モ研究 上 ノ推 移ニー致 スルモ ノ・如 ク則

チ近代 二到 リ初感染 ノ定義 ノ決定 セラル ・二及

ピ其頻度 テ減 ズルモ ノ ・如 シ.

本 邦 二於 テー二特 二小見解剖屍 二就 テ ノ研究 ラ

見 ルニ甲斐氏 ハ原獲性腸結核 ノ頻度 二諸家 ノ所

読 テ異 ニスルテ以 テ次 ノ如 キ標準 ラ以 テ観 察 ス

ル トナ シボ1.腸 ノ ミ侵 サル カ或 ハ腸及腸 間膜

腺 ノミ侵 サ レテ他 ノ臓 器 二於 テ結核 幽愛化 ラ認

メザ ル場 合、2.腸 及腸 間膜腺 二 結核 ア リ氣管

枝腺 ノ僅 カニ侵 サ レ他臓 器 二結 核性攣化 テ認 メ

ザ ル場合是結核菌 ハ腸 間膜 腺 ヨリ淋 巴管 ニ ヨリ

テ上行 シ氣管枝腺 ヲ侵 スコ ト多 キガ故 ナ リ。3.

腸 、腸間膜腺、氣管枝腺 ノ結核 性病憂 ノ他 二肺臓

二結核結節或 ハ乾酪 化 アル時 ハ其結 核機韓 ノ新

菖 ニ ヨリテ判別 ス。生 腸 、腸 間膜腺 ノ結 核 ノ外

二他臓器 二粟粒結核 アル場合等 ヨ リ氏 ノ小見結

核屍41例 中原登 性腸結核8例 則 チ17・5%ナ リ

ト構 ゼ リ。佐藤氏 ハ小見腸結核病竈 二關 シ次 ノ

如 ク登表 セ リ。 則 チ1.腸 ニ ノ ミ病竈 アリテ他

臓 器 二認 メザルモ ノ5例 則 チ小見結核屍500例

二封 シ1%、2.腸 二病竈 ア リ他臓器 ニモ 病竈

アルモ ノ247例49・7%、3,腸 二病竈 ア リテ 呼

吸器及其所属淋 巴腺 ニナキモ ノ13例2・6%、4.

腸 及 腸 間膜 二病竈 アリテ呼吸器及 所屡淋 巴腺 ニ

ナ キ者8例1.6%、5.腸 、腸 間膜及腹膜 二病竈

ア リテ 呼吸器及其所厩 淋巴腺 ニ ナeモ ノ10例

2・0%ニ シテ原褒性結核 ト思 ハル ・場合 ハ比較

的少籔 ナル コ トテ知 ル。其他大 人 二於 ケル頻度

ノ少 キ コ トニ關 シEisenhardt氏 ハ1000例 巾

1例 、Grosser氏 ハ1407例 中1例 、Biedert氏

ハ3103例 中16例 チ認 メシ ノミナ リ ト
。

B.績 登性腸結核e腸 結核 ノ大 多撒 ハ緬 登性 ノ

モ ノニ シテ其 原登竈 ハ肺 ニ アル コ ト多 シ。Blu-

mmenberg氏 ハ小 見年齢 ノ軍均40-50%二 於

テ認 メ、Eisenhardt氏 ハ結 核患者1000例 ノ剖

検 中績 嚢性腸結核567例(56.7%〉 テ掲 ゲ此 中3

例 ラ除 ク他 ハ悉 ク肺 結核 ラ認 メタリ ト。Brown,

Lawrson&Sampson氏 等 ハ17235例 ノ肺結核

二於 テ60%ノ 績 登性腸結核 テ認 メ
、Ad.Sch-

midt氏 ハ肺結核患者 ノ50-一一60%二 於 テ之 ヲ認

メ、W.Zahnin氏 ハ63・2%、Walsch氏 ハ76

%、Kaufmann氏 ハ90%、Engelsman氏 ハ
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原 褒 性 腸 結 核 頻 度 表

年代
艇

著 者

葦

線 剖 検 例 階 核繊 例 小 見 剖 検 例
小見結核剖
槍例

鍛
P。】[λ

Tb.

}

%{實 数
P.D.

%
實薮 P.D' % 實籔

P.D.
Tb%

1901

加barsch 792 18 2.2 488 3.8
一一

CouncnmanMa川Gry

&Pearce

ζ222
13 5.9 35 37.1

1902

一

Heller 714 53 7.4 140 37.8

Baginsky 806 6 0.7 144 4.1

1903

Wa駆er 600 28 4.6 76 16 21.0

Ga漁ghofer 973 5 0.5 %3 2.0

Baginsky 5448 14 0.2 1468 0.9

ヱ904

Fiebiger&Je㎜e鴛 213 13 6.0 116 11.0 79 5-6 25 16-20

Orth 203 2 一〇 。98 47 4.25

Kiggsford 339 19.1

鴨

1905

Wag轟er 410 20 4.9 67 11 16.4 拙

E幡!491 25 5.1 】76 14.2 91 11 12.0 31 35.5

Bruni額9 蓼 40(ン 。8 2.0 44 18.2

Be漁da 7 75 9.3

BabiΩsky 30 389 8.0

He轟ke 8σ0 4 0.5 114 3 2.6

Harbitz 7.7

1906
Ipse捻 498 25 5.0 283 9.0 102 6 5.8

F.Hencke 1100 7 0.64 228 9 4.0 62 14.5

1907

-

1908

Ede熱s 409 18 4.4 152 11.8 74 10 13.6 21 47.6

Ciehaηouski 4631 26 0.5

Beitzke 1100 13 L1 295 4.4 397 8 2.0 49 16.3

1909
H。Albrecht

婁

3213 7 0.3

T.Comby 1447 0 0 536

1922 Puh1 109 2 L8

1923 Ghon 184 3 1.6

1924 Winternitz 606 11 1.82

1925 緒方,岡 111 2 】.8

1926 Blummenberg 163
竃

22 17.7 37.3

1930 黒 丸 271 2 0.7

註:表 中P.D・Tb・=原 豪性 腸 結 核

92.6%、Bayle氏 ハ100例 ノ肺結核 中67例 、

Frey氏 ハ222例 ノ 肺結核 中67 .例 く30.7%)、

Kamboseff氏 ハ462例 中138例(29。1%)、Grp-

sser,Zahn氏 等 ハ各67%テ 統 計的 二示 セ リ。最

近黒丸氏 ハ肺結 核症 二績 登 スルニ次性腸結核症

二就 テ其肉眼的所 見 ヨリ第1乃 至第8型 ノ病型

的観察 ヲセ ラレタ リ。績獲性腸結核 ノ圭 ナル原

因 ハ結核 菌 ラ有 スル喀 疾 ノ嚥 下 ノタメニ腸 内 ヨ

リ腸粘膜 テ漕入 シテ腸管 二特 有 ノ結核 性攣化 テ

起 スニ到 ルモ ノニ シテ稀 二腸 間膜 朦 膜等 ヨリ

シテ淋 巴踏 ラ経 テ淫 スコ トモア リ、血行 性感 染

殊 二全身粟粒結核!タ メニ蛋 生 スルモノ・女ロシ。

V・ 腸結核 ノ穿 孔。Fennhck ,Dodwell氏 等 ハ

2000例 ノ剖検 中10%二 於 テ腸結核穿孔 ラ認 メ
、

叉Eisenhardt氏 ハ566例 ノ腸結核 中28例 ノ

完全 ナル穿 孔 テ認 メ、Fu6hs氏 ハHocheneg9
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ノ教 室 二於 テ腸結核中7例 ノ穿孔性腹膜 炎 ヲ報

告 セ リ。 角田氏 二糠 ルニ119例 中 廻盲部腫瘍形

成50例(42%)テ 認 メシモ 穿孔性腹膜 炎 ハ1例

モナ シ ト。黒 丸氏 ハ肉眼的 二腸結核病漿 テ有 ス

ル184例 中2.17%ノ 腸 穿孔 テ 認 メ、 此内腸 潰

瘍 ノ穿孔 ハ0.54%ナ リ ト記載 セリ

VI.肺 外 初期感染 トシテ ノ腸結核。 腸 二於 ケ

ル結核初 感原登竈 ノ文獣 ラ按 ズルニ其部位 的關

係 二就 キGhon氏 ハ 小腸殊 二廻 腸 二多 ク然 モ

廻 腸下部 二最 モ多 ク存 シ、Blummenberg氏 ハ

28例 中13例 二於 テハ小腸 二螢 見 シ結腸機 二近

キ廻 腸下部 二=最モ多 シ ト。 緒方、岡氏等 ノ1例

ハ上行結腸 起始部1例 ハ 室腸 中央 二 存 セ リ。

Siegmund/2例 ハ共 二廻腸下部 二存 ス。黒 丸

氏 ハ第1例 ハ盲腸、第2例 ハ廻腸 下部假 二之二

準 ズル モ ノ トシ第3例 テ加 フ レバ小腸全饅 二亙

リテ存 ス ト。又Ghon氏 ハ肛 門 ヨ リ2糎 上方 ノ

直腸前壁 二存 セ リ。歎 ハGhon氏 ハ1個 所 ノ

例 多 キモ2個 所叉 ハ数個所 二多登 セル揚合 モア

リト。Blummenberg氏 ハ多螢 ス ト。黒 丸氏 ハ

1個 所2例 、 他 ノ例 ハ14個 存 在 セ リト。 而 シ

テ原 登性腸結 核 ナル報 告 二於 テ腸粘膜 二攣化 テ

見ズ シテ附贋 淋巴腺 ノ ミニ結核 テ見 タ リトノ報

告 多 シ。則 チHeller氏 ハ53例 中43例 、Wag。

ner氏 ハ16例 中13例 、Edens氏 ハ25例 中20

例 二於 テ腸粘膜 二璽化 テ有 セザ ル孤立性腸間膜

結核 ラ見 タ リト云 フ。又Beitzke氏 ハ13例 中

8例 ハ腸潰瘍 ナ シ。Blummenberg氏 ハ14歳

迄 ノ小見結核163例 二於 テ28例 ノ 原登性腸結

核 テ認 メ(37.3%)腸 原 嚢群 トシテ21例 テ認 メ

腸潰瘍 ナキ揚合 ハ7例 ア リタ リト云 フ。Wied-

erhofer氏 ハ83例 中35例 、Rilliet&Barthez

氏 等 ハ144例 中42例 二腸 潰瘍 テ認 メザ リキ。M.

Lange氏 二嫁 ルニ確 カナ ル腸間膜淋 巴腺結核 ノ

66%二 於 テ腸潰瘍 ナ シF。 則 チ腸管 ハ初期 感染

竈 ト認 メ ラルベキ揚合多 カルベキモ搬痕 ラ止 メ

ズ シテ侵入 シ得 ル揚合多 カルベキテ認 ム ト云 フ。

第三項 漿膜結核

田原氏 二 鎌 ルニ 全結核例 申漿膜 二 結核 ヲ認 メ

シモ ノ 、線撒 ハ311艦 ニ シテ 實 二 全結核例 ノ

37。65%二 當 ル。 更 二之 テ大人 ト小見 トニ囁別

スルエ大 人 二於 テハ219例 ヲ算 シ、其練結核数

685例 ノ約32・0%e示 シ 小見 二於 テハ92例 テ

算 シ其総結核敷例141例 ノ 約65・3%ラ 示 ス。

換 言 セバ漿膜 結核 二罹患 スル割合 ハ小 見 ハ大人

ノ倍撒 以上 二達 スル テ知 ルベ シ。 而 シテ腹膜 二

於 テ結核 ラ認 メ シモ ノ196例 則 チ全結核例 二封

シ23・73%二 當 リ畷膜 二於 テ結核 ラ認 メ シモ ノ

97例 ニ シテ 全結核 二封 シ約17.74%二 當 レリ。

然 ルニ心 包 二於 テ結 核 ラ認 メ シモ ノハ全屍 ラ通

ジテ僅 カニ17例(2.5%)二 過 ギズ。更 二各漿膜

別 二大 小見 ノ絃結核 敷 二封比 スル ニ肋膜結核 ハ

大人17.9%、 小 見27.2%、 腹膜 結核 ハ大 入20.7

%、 小見38・3%、 心 包膜 二於 テハ大人1.7%、

小 見3.5%ラ 示 シ、亦 何 レモ大人 二比 シ小見 ノ

罹患卒大 ナルヲ示 シ其 差 ハ心包 二於 テ最大 ニ シ

テ小見 ノ卒 ハ大人率 ノ約2倍 以上 二達 スル テ見

ル。而 モ頚翻莫二到 リテハ大 入6。7%ナ ル ニ反 シ

小見 ハ36.2%則 チ 小見 ハ大 人 ノ5倍 以上 ノ罹

愚 率 テ示 セ,リ。各漿膜 ノ配合 二關 シ氏 ハ腹膜 ノ

ミ87例 ニ シテ最 モ多 ク肋膜及 腹膜 ノ併 蛋 ハ53

例 肋膜 ノミ56例 畷膜 パ ノ結核 ハ39例 内大人

13例(大 人縮結核 二封 シ1・9%》 、 小 見26例(小

見線結 核例数 二比 シ19.1%)テ 示 シ小 見 ハ大人

ノ10倍 二達 スル 頻度 テ示 セ リト。 前 田氏 二嫌

ルニ漿膜結核 ハ 全結核屍 二 封 シ28.3%(男 子

24.64%、 女 子36.36%)二 當 リ女子 二稽 篭高李

ナ リ。 又成人26.42%、 小 見46.84%テ 占 メ小

見 ハ成人 ヨ リ2倍 罹 患 シ易 シ トセ リ。叉Hart∫

Wich氏 ハ粟 粒結核症 二於 テ漿膜 結核 ノ頻 度 二

關 シ次 ノ如 キ記載 ラナ セ リe則 チ畷膜66・5%、

肋 膜35%、 腹 膜14.5%、 心 嚢6.5%ナ リ ト。

次 二各漿膜 二就 テ論 ズル ニ、

其 一 肋 膜炎

工 肋膜 炎 ノ頻度。 剖検 昌際 シ肋膜 二炎性墜化

アリシテ謹 明 スベキ病壁即 チ織維性癒著、腓腿

形 成、肥厚繊維 素粘 著等 ハ意外 二多 キモ ノナ リ。

然 モ輕 度 ノ肋膜炎 ハ何等 ノ痕跡 テ残 サズ治癒 シ
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得 ルモノナ レバ是等ラ包括 スル時ハ更 二多撒 ラ

示 スモノナ リ。全剖検例二於ケル肋膜炎 ノ頻度

轟就 テ諸家 ノ成績 テ綜合 スルニ次表 ノ如 シ。

調査者 調査繊 綴 痢%
Schlenker、106 85 80.2%

K。。pm鋤a;3。4、 1408 46.3%

藤 浪201】 ・126 55.9%

岡 村i643 279 43.3%

小 川i2051 1213 59.1%

今i7・8 473 5.9%

永 松i200 158 79.0%

岡i169 133 78.7%

倉島,福 田743 514 69.2%

合 計9682 5389155.6%

劉 チ倉 島、福 田雨氏等 ノ成績拉 二藤浪、永松氏

等 ノ調査 ニ ヨルモ 肋膜癒著 ハ 全屍艦 中60-70

%テ 占 ム ト。倉 島、扁 田氏等 二糠 ルニ肋膜 炎線

歎514例 中結核屍 二 於 ケルモ ノ321例62.5%、'

非 結核屍 二於 ケル モノ193例37・5%ナ リ ト。

前田氏 二糠 ルニ肋膜 二粟粒 結核 ノ撒布 セルモ ノ

軍 二結核結 節 ノ存在或 ハ乾酪竈 ノ存在等 テ標準

トシテ総結核屍 二封 シ10・38%テ 得 タ リト。

■L肋 膜炎 ノ年齢 的性的關係。倉 島、幅 田雨氏

等 二嫁 ルニ肋膜 炎 ラ有 スル屍 饅撒 ハ線敷 二於 テ

ハ2一30歳 最 モ多 ク(26・5%〉 次 ハ11-20歳 ノ

23.7%ナ リ。 ソレ以後 ニハ 次 第 二 其撒 テ減 ズ

5。。小川氏 ハ線屍籔 二封 スル比 ハ61--70歳 テ

最 高(72.13%)D、 次 ハ21・遜30歳 ノ64.47%、

al-20et二 於 テ・・60.5%テ 示 ス ト云 フ。 結核

屍 二於 テ肋膜炎 アルモ ノラ見 ル李 ハ倉島、福 田

雨氏等 二櫨 ルニ21-30歳 最 高(26.5%)ナ ル モ

伺 一年代 二於 ケル 総屍撒 二封比 スル 時 ハ,1-

20歳 ノ67.9%最 高、 次 ハ21--30歳 ノ66.4%

ナ リ ト。 永松氏 ハ11-40歳 二於 テ最 モ多 シト

セ リ。

姓 的開係 二就 キ小川氏 ハ女子 ノ多 キ事 テ認 ノ、

永 松氏 ハ男女 二差 異 ラ認 メズ トシ、倉 島、輻 田

雨氏等 ハ男子 ノ罹 患傘溢 二高 キガ如 シト。臨躰

上 ノ立楊 ヨ リ岡村氏 ハ男子 二於 テハ女子 ノ約2

倍 ラ占 メ、 且20--40歳 二最 モ多 シト。 吉田氏

ハ肋膜 炎患者 バー般 患者 ノ5・2%(男 子 δ.8%、

女子4・5%)ニ シテ男子 ハ女子 二1・3倍 ス ト。登

生頻度 ハ青年期 二多登 シ72・5%ハ16-30歳 ソ

ノ牛藪3L9%ハ21-25tt二 於 テ登 病 シ年齢 ト

共 二減少 シ60歳 以上 ハ1%二 満 タズ ト云 フ。

又年齢塵間 二於 テハ26-30歳 ガ最 高 ニ シテ8・7

%一 般 褒 生李 ノ約1.7倍 弱 二相當 シ56--60歳

二於 テハ1.8%ノ 蛋 生卒 ニ シテ最 少 ナ リ。

m.肋 膜癒著 ノ分類。 倉 島、 輻 田雨氏等 二檬

ルニ繊維性癒 著最 モ多 ク90.8%、 繊 維素附著 ラ

主 トシテ 癒著殆 ドナキモ ノ6.2%、 輩 二白色肥

厚 テナセルモノ2.9%ニ シテ最 モ少 シ ト。永松

氏 二檬 ルニ繊維 性癒著 ラ有 スル陳菖 ナル肪膜 炎

ハ63%、 繊 維素粘著 ラ示 ス比較 的新 シキ肋膜 炎

35%ニ シテ 同一肋膜 二 新 蕗病竈 ヲ併有 スノヒモ

ノ1%ナ リト。

rv・ 肋膜炎1占 擦部位的關係。 肋膜 炎 ノ病側

關係 ラ観 ルニ小川氏ハ雨側59.77%、 右側23.17

%、 左 側17。06%、Koopmann氏 ハ雨側48。3

%、 右 側31・1%、 左 側20・6%三 シ テ倉島、幅

田雨氏等 ハ爾側63・0%、 右 側21.8%、 左側15.2

%テ 示 シ、何 レモ雨側 ヲ最多 トシ左側最 モ少 シ。

永松氏 ハ肋膜炎 ラ有 スル158例 中右側27、 左 側

34、 爾側97ニ シテ 雨側 同時 二 侵 サ レシモノ最

モ多 ク右側 ノ ミ侵 サル ・モ ノ最 モ少 シ。部 位的

分類 ラ諸家 ノ報 告二櫨 リテ観 ルニKoopmann

氏 ハ肺尖部癒著 ラ最 モ多 シトセルモ爾之 ガ分類

法 ラ更 メ全面癒著 ト禰蔓性癒 著 トテ合 スル時 ハ

肺尖部癒著 ト束状癒著(肺 尖 ニ アルモ ノ多 シ)ト

ノ和 ヨ リモ多 ク下葉 二於 ケルモ ノハ最 モ少 シ ト

セ リ。永松氏 バー般 二肋膜 炎 ハ左肺上葉 部 二最

モ多螢 シ右肺中葉部 二最 モ稀 二獲 ス。葉 間性肋

膜 炎ハ最 モ多 ク特 二好 ンデ右肺上葉 中葉 間 二多

登 ス ト。小川氏 ハ雨側部位 性 ノモ ノ最 モ多 ク存

スルモ更 二左右側 ノミニ就 キ見 ル時 ハ左右共 全

面的 ノモ ノ多 久 約三分 ノー テ有 ス。 肺全葉 ノ

胸壁 ト癒著 セルモ ノ之 二次 グ。次 デ多 キモ ノハ

肋膜 ノ上部 二癒著 ラ呈 スルモ ノナ リト。倉 島、

幅 田雨氏等 二糠 ルニ左右雨側何 レニ於 テモ禰蔓
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性 或 ハ散在性 トナ リテ全肋膜面 二炎性病際 テ呈

セルモ ノ最 モ多 ク左右側梢 丸近似 ノ撒 テ示 ス。

次 デ右肺 下葉;右 肺 上葉、左下葉、左肺上葉 ノ

順 ナ リ。而 シテ各葉 二限局性 ノモ ノトシテハー

般 二下葉 ニ アルモ ノ多 ク上葉 二炎性病像 ラ有 ス

ルモ ノハ全葉 二亙 リ同時 二撒在性 二存 スル カ又

ハ雨側 二病攣 テ見 ルモ ノ多 シ。更 二葉間性 ノモ

ノニ就 テハ最近 ノ臨林的報告 テ見 ルモ極 メテ稀

ナルモ ノ トセラ レ居 ルモ病理解剖上 二於 テハー

般 ニ ソノ程度輕度 ナルモ其頻度 ハ決 シテ少 キモ

ノニ非 ズ。則 チ氏等 ノ統計 二示 ス如 ク左上葉 ノ

ミ2,1%、 右 上葉 ノミ3。5%二 比 シ右側葉問3.7

%、 左 側葉間1.9%テ 示 シ左右上葉 二於 ケルモ

ノヨリモ 多 ク 臨林上注意 スベ キ コ トナ リ トセ

リ。 以 上諸家 ノ成績 ヨリ見 ル時 バー般 二肺 上葉

二於 ケル モノハ下葉 二於 ケルモ ノヨリモ多 キニ

關 ハ ラズ倉 島、幅 田雨氏等 ノ業績 二於 テハ梢 胤

相反 セルガ如 キ成績 テ示 セ リ。氏等 ハ コノ黙 二

關 シ肺 上蘂高度 ノ病攣 テ宗 シ其他 ノ部 位 二於 テ

ハ極 メテ輕度 ナル炎性病像 テ呈 セルモ ノハ悉 ク

之 ラ雨側乃至全面 ノ部 二遍 入 シタル テ以 テ肺上

葉 ノ攣化撒 二於 テ減少 シ居 ル コ トナ リ トセ ラレ

タ リ。 尚結核 性肋膜 炎二就 テハ左 右共 全面的 ノ

モ ノ最 モ多 ク次 デ右上葉 二於 ケルモ ノ多 シト。

蹴 肺尖部 二限局セ ル肋膜炎。肺結核 ガ肺 尖部

殊 二右肺尖 二於 テ初期 ノ病竈 テ現 ハ シ早 ク既 二

肋膜 ノ癒著 ヲ呈 スルハ周知 ノ事實 ナ リ。 倉島、

幅 田雨氏等 二檬 ルニ肋膜 炎 テ有 スルモ ノ514例

中肺尖部 ノ限局性癒著 彊 例 テ有 スル ノ ミニ シ

テ甚 ダ少 ク其他 ノ例 二於 テハ多 クハ肺尖部 ト連

績 シテ上葉 テ侵 スカ又ノ・更 二籏汎性 二炎症 テ起

シ居 ルモ ノ多 シ。而 シテ結 核屍 二於 ケルモ ノ24

例 非結核屍 二於 ケルモ ノ20例 ニ シテ 肺尖 部 二

於 ケル肋膜 炎ハ結核性 ノモ ノ多 シト錐 モ非結核

性 ノモノ亦可 ナ リ多 シ。亦患側 二就 テ之 テ観 ル

ニ孤 例 中27例 ハ右肺尖 二存 スルモ ノニ シテ線

撒 ノ約 三分 ノニ テ占ム。然 レ共此部 二於 ケル結

核性非結核性 ラ比較 スル時 ハ略 く同様 ニ シテ右

肺 尖 二於 ケル慢性病攣 ガ必 ズ シモ結核性 二依 ラ

ザ ル テ示 ス。之 二反 シ左肺尖部 二於 ケル限局性二

肋膜 炎ハ結核 ニヨル コ ト多 キガ如 シ。 次 二雨肺

尖 同時 二限局性肋膜 炎 アルモ ノハ最 モ少 シト。、.

永 松氏 二檬 ルニ左側肺尖部肋膜 炎 ハ右側 ノ約3

倍 ラ肺結核 合併性 ニアリテハ第一肋 骨部 以下第,

三 或 ハ第 四肋間膿迄 ノ間 二於 テ多登 スルニ拘 ラ

ズ非肺結核 合併性 二於 テハ寧 ロ第一肋骨部 二好

ンデ限 局 スル傾向 ヲ有 ス ト。

VI.肋 膜 炎 卜肺疾患 卜共存 ス ルモ ノ ・病側闘

係 二就 テ。倉 島、福田爾氏等 二採 ル ニ肋膜 炎514c

例 中肺病攣 ト共存 スルモ ノ409例79・6%ニ シ

テ他 ノ20・4%二 於 テハ 肉眼的=ハ 特殊 ノ攣化

ナクシテ肋膜 炎 テ起 セルモ ノナ リト。Schlenker一

氏 ハ肺 二著 シキ慶 化 ア リテ肋膜 二癒 著 アルモ ノ

26.4%ナ リ トセ リ。 倉島、福田底等 ハ4Q9例 車

肋膜 雨側 二攣 化 アル モ ノハ大 多獄 ニ シテ且肺 二

於 テ雨側 同}寺二病憂 テ呈 シ居ル モ ノ大部 分 テ占

ム則 チ之 ラ1)肋 膜1側 、 肺1側 、2)肋 膜1

側 、肺 雨側、3>肋 膜 爾側、肺1側 、4> .肋 膜 雨

側肺 雨側 ノ案配 ニ シテ409例 テ 分類 スル 時ハ

4)ハ53.7%ニ シテ孚激以 上 テ占 ム。次 ハ2)

ノ場合 ニ シテ16.5%テ 示 シ1>ノ 場 合ハ 略 ㌃

2)二 近似 セ リ。3>最 モ少 シ。 爾肋膜 炎 ト肺疾

患 ト緊密 ナル關係 アル事實 ハ爾側 ガ1側 二於 テ

ノこ病攣 テ呈 スル場合大多籔 ハ同側 二存 スルモ

ノニシf66例 中 同側 ノモ ノ、50例 則 チ75.8%

ラ占 ムル ラ見 テモ明 カナルベ シ。 而 シテ又是等

線撒409例 二就 テ結核性非結核 性 ラ見 ル時 ハ結

核性 ノモ ノハ三分 ノニ 以 上テ占 メ肋膜 雨側 ト同 ・

時 二肺 雨側病攣 テ呈 シ且結核 性 ナルモ ノ縮撒 ノ

40.6%ニ シテ最高 位 テ占 ム ト。藤 浪氏 ハ其 主要 ・

例 中肺 二結核 ヲ有 スルモ ノニ シテ肋膜攣化 アル

モ ノ332例 ヲ検 シ肋膜 二結 核性病攣 ヲ呈 スルモ

ノ238例 則 チ71・7%テ 得 タ リ ト。 同氏 ハ 亦肋

膜結核肺結核 同時 二存 スルモ ノ ・中雨側肺及肋 宝

膜共 二結核 アル モ ノ最 モ多 シ ト。 同側 二於 テ肋 聞

膜 二結核性病攣 ナク トモ繊維 姓癒 著 アルモ ノニ

於 テハ 肺結核 ト同側 二 共存 スル遷 ノ最 モ多 シ

ト。Koopmann氏 モ亦共存 スルモ'ハ 雨側 ノy
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そ ノ多 シ トシ小川氏亦 同様 ノ成績 ヲ得 タ リ。爾

倉島、幅田氏等 ハ結核屍 ニ シテ肋膜 炎 テ有 スル

モノ・結核竈 ハ線 テも肺 〈87.9%〉 若 シクハ部位的

一淋巴腺(12 .1%〉 二存 シ肺若 シクハ部位的淋 巴腺

二結核 ラ有 シテ肋膜 炎 ラ有 セザルモ ノハ結核屍

中 ノ15・3%二 過 ギズ。 故 二 肺結核若 シクハ部

位 的淋巴腺 二結核 ラ有 スルモ ノニ於 テハ其殆 ド

大部分 二於 テ肋膜 テ惹起 スルモ ノト見 テ大過 ナ

カルベ シ ト樗 セ リ。

顧m
.結 核初期攣化群 卜肋膜炎。肺 二於 ケル初

感 原登竈 ガ肋膜炎 ト特 殊 ノ因果的 關係 テ有 スル

コ ト明 カナ リ トハ飢 二Geipe1,Lange ,Ghon,

Koopmann,岡 、 沓掛 氏等 ノ稔 フル所 ナ リ。倉

島、幅田雨氏等 ノ成績 テ 見 ルニ 氏等 ハ 糖屍敷

743例 中結核 屍362例 初 期結核病竈 ノ ミテ 有 ス

ル モ ノハ125{列 ニ シテ 調査徳i教 ノ16.8%'ナ リ

トシ其 中淋巴腺 ニ ノミ原 獲竈 テ 有 シタルモ ノ

・54例 ニ シテ 肋膜 ノ繊 維性炎症 アルモ ノハ36例

・(66.6%)ニ シテ肋膜 炎 ナキハ34.O%ナ リ。 次

二初 感原褒竈 ノU有 シタルモ ノ125例 中88例

則 チ70.4%二 於 テハ 肋膜 炎 ノ併存 セルモ ノア

ル ヲ見此 中更 二肺 二原登竈 テ有 スルモ ノ(淋 巴

腺 テ除 ク)二 就 テ見ルニ71例 中52例 則 チ73.2

%二 併 存 セル テ見肺 二原登竈 ヲ有 シテ肋膜 炎ナ

キ モ ノハ26。8%二 過 ギズ トeKoopmann氏 ハ

肋膜 二癒著 テ有 スルモ ノ・中原登竈 テ登 見 スル

コ ト甚 ダ少 キモ ノナルモ然 モ肺 二原登竈 テ有 ス

ルモ ノニ於 テハ ソノ83.9%二 於 テ 肋膜=癒 著

テ有 シ且病竈 ノ大小 二拘 バ ラズ屡 丸肋膜 ノ禰蔓

姓全癒著 ラ惹起 スルモ ノナ リト。肺 二於 ケル初

感 原登竈 ト肋膜 炎 ノ併存 セル モ ノ・撒 二 關 シ

Lange氏 ハ170例 申113例(66.5%)、Ghon氏

ハ100例 中45例(45・0%〉 、岡氏 ハ121例 中108

例(89.3%〉.沓 掛氏 ハ72例 中44例(61.1%)二

於 テ肋膜 炎 ラ併有 ス ト。

次 二肺 二初感原登竈 テ有 スルモ ノ ト肋膜 炎 トノ・

鵬 側關係 二就 ギLange氏 ハ113例 中伺 側62.8

%、 反 封側4・4%.爾 側32.7%、Ghon氏 ハ

鼠OO例 中4・5%二 於 テ原爽竈 ノ 存 スル部 ノ 肋膜

ノ癒 著 テ認 メ、 岡氏 ハ97例 中同側48・ ハ%、 反

封側11}・3%、 雨側41.2%、 沓i掛氏 ハ44例 中 同

側56.9%、.反 封側13・6%、 雨 側29・5%b倉 島、

福 田雨氏等 ハ52例 中同側40.1%、 反 封側11,5

%、 雨f則48.4%ナ リシ ト。

以 上 ヲ綜合 スルニ頻度 ハ同側 爾劇反封側 ノ順 ナ

リ。是等 ノ事實 二稼 リ肋膜 ノ炎性攣 化 ナ リ ト見

倣 スベキ胸廓乃 至肺 各葉相 互間 ノ緻維性若 シク

ハ繊維素性癒著 ハ結核殊 二肺結核 ト極 メテ密接

ナル關係 テ有 シ結核 ガ進行性 ナル場 合ハ勿論組

織 的二治癒 シタル初期結核竈 ノ ミテ有 スル場 合

モ屡 支肋膜 ノ病攣 テ惹起 スベ キコ ト明 カナ リ。

倉 島、福 田雨氏等 ハ肺 二初期原登竈以外何等 ノ

結核竈 テ認 メザル カ或 ハ初期 京登竃 ス ラ之 ラ認

メザルニ拘 ハ ラズ淋 巴腺系統(縦 隔寳淋巴腺 腸

間膜淋 巴腺)ニ ハ 甚 グ顯著 二新鮮 ナル結核竈 ラ

有 シ同時 二肋膜腹膜等 ノ滲 出性漿膜 炎ヲ俘 へ居

,レル例症20例 テ得。而 モRanke氏 ノ免疫 第

二期則 チ佐多氏等 ノ動物實験 上発疫第 一期 二屡

ス〈ごキモ ノニ シテ比較 的急速 ノ経過 テ トリシモ

ノニ シテ何 レモ肺 ノ原褒竈 ハ全 ク鋏如 シ居 レル

カ極 メテ輕度 ニ シテ肋膜乃至腹膜攣 化 ヨ リ輕度

ニ シテ淋巴腺 ノ攣 化ハ極 メテ著 明 ニ シテ原嚢竈

ト=共二高度 ナル乾酪i墜性 二沿 ヘ レル モ ノ多 クア

ル例 ニアリテハ之 ガ連鎖状 テナ シー一見淋 巴腺結

核 ナル コ ト明 カナル歌 テ呈 ス。殊 二腸 間膜淋 巴

腺 及氣管、氣管枝 二港 ヘル淋 巴腺腫脹 ト乾酪攣

性 ハ極 メテ著 明 ニ シテ何 レモ結核 性滲 出性腹膜

。炎症 テ起 シ滲出性肋膜炎 ハ95%ニ シテ 雨働同

時 二滲出性腹膜 炎(禰 蔓性部分的)2例 、 心嚢 内

膜 ノ滲出性炎症(絨 毛〉テ形成 ス。而 シテ是等 ノ

年齢的關係 ハ幼年期 ヨリ青年期 二及 ビテ多 ク老

人期 二入ルニ從 テ少 シ。 又漿膜病憂 ノ程 度及範

園 モ年少 ナルモ ノハ高年者 二比 シー般 二甚 塙

度 ナ リト。則 チ淋 巴腺 系統 ニ ノミ著 明 ナル結 核

竈 ラ有 シ漿膜 結核 壌 來 ス加 ト極 メテ稀 ナ ラ

ザ ルコ トテ知 ル.

其二 結核性腹膜炎

T・ 罹病頻度。大野氏 ハ全結核屍 ノ23 .8%ニ シ



2㎝ 亭塚=結 核 ノ臓器分布二關,レス綜説 【第13管

ぞ女 子 ハ男子 二比 シ多撒 ナルモ小見 ハ成入 ヨ リ

少 シク少撒 ナル如 シト。甲斐氏 ハ小見結核屍41

例 中8例 認 メ年少 ノモ ノニ少 ク シテ7歳 以 上 ノ

モ ノニ 認 メ ラレタ リ ト。 田原氏 ハ 腹膜 二於 テ

結 核 テ 認 メ シモ ノ196例 則 チ全結核屍 二封 シ

23・73%ナ リ ト。深 町氏 二嫁 ルニ1歳 ヨリ49歳

迄 ノ結核屍27例 ノ男子 中51。85%、1歳 ヨ リ

52歳 迄 ノ16例 ノ 女子結核屍 中43.76%テ 嚢 見

シ、腸 間膜 淋巴腺結核 ハ男子例44.44%、 女 子例

31.25%ナ リ ト云 フ。 倉 島、福 田爾氏 二殊 ルニ

結核性腹膜 炎 ノ全結核屍 二封 シ30.7%ナ リ ト

シ、前 田氏 二檬 ルニ腹膜 二於 ケル結核性慶化 ハ

全結核屍 二 封 シ】8.3%(男 子17.12%、 女 子

21・2%、 成 人17・4%、 小 見0.9%〉 テ示 セ リ。

九大武谷 内科 二於 テ ハ 解 屍815例 中32例3.9

%、 倉 敷 中央病院 二 於 テハ 解屍614例 中30例

4.9%、 阪 大小澤 内科 二於 テハ入院患者10524例

中51t例5・0%テ 示 セ リ。然 ルニ北欧 ノ文獣 二

徴 スルニ比較的其頻度 ノ少歎 ナル テ認 ム。則 チ

Borschke(1892年)ハ 全解 屍4271例 中226例

5・3%、Schlimpert(1911年)ハ3514例 中108例

3.1%、Bircher(1907年)ハ19184例 中671例

3・5%、PhilipPハ2230例 中107例4・O%テ 認

メタ リト。

II.寂 生 年齢及性 的關係。結核性腹膜 炎 ノ老幼

ノ如何 テ問ハズ何 レノ年齢 二於 テモ獲病 スルモ

ノナ レ ドモ殊 二好 ンデ青年肚年 テ侵 カ スモ ノ ・

如 シ。即Nothnagel,Munstermann氏 等 ハ

30--40歳 二於 テ最多 ナ リトシ、0.Vierordt氏

モ亦 申年 二多 ク高齢者幼年者 ニハ僅 カナ リ トセ

リ。殊 二氏 ハ20歳 以下二於 テハ 殆 ド結核 性腹

膜 炎 テ嚢見 セズ トナセ リ。 本邦 二於 テハ志村 氏

ハ21-30歳 二於 テ最 モ多 シトナ シ次 ハ16・-20

歳 ニ シテ50歳 以 上ハ 甚 ダ僅 少 ナ リ トセ リ。又

相原氏 ハ15--30歳 二最 モ多 ク50歳 以上 ハ僅 少

ナ リ トセ リ。小澤 内科 ノ調査 二殊 ルニ16-20歳

ノ春期嚢動期 二 於 テ26・9%,21-25歳 ノ 青年

期 二於 テ25。8%ノ 高 卒 テ示 シ26・-30-40歳 ノ

活動期 二於 テ 漸減 シ40歳 以上 ノ初老期 二於 テ

更 二減 少 シ50歳 以上 ノ 老年期=到 リテハ 著 シ

ク減少 ス ト。 更 二男 女雨性 ノ罹 病卒 ハNothn-

agel氏 ノ臨llC的統 計 二糠 レバ164例 中 男101働

61。5%、 女63例38。4%ナ リ ト。本邦 二於 テ志

村 氏 ハ女子 ハ男子 ノ約2倍 二達 シ青年期女子 二

多 シ。 相原氏 ハ15--30歳 迄 ノ男子 ハ81・4%㌧

女 子 ハ78.4%テ 示 シ男女間 二大 差 ラ 見 ズ ト。

小澤氏等 二 糠 ル ニ511例 中 男子 ハ171例33漆

%、 女子 ハ340例66.6%ニ シテ 女子 八 男子 ノ

倍撒 二達 ス。又繕 患者 二封 スル結核性腹膜 炎患

者登生率 モ男 ハ1.6%、 女 ハ3・3%ニ シテ同様

女子 ハ男子 ノ倍撒 テ示 セリ。更 二此 關係 ラ男女

年齢 ニ ヨリテ親察 スル時 ハ男女何 レニ於 テモ結

核性腹膜 炎ハ16--25歳 ノ 春機褒動期及 青年期

二最 モ多 ク其 過牛撒 テ占メ女子 ハ男子 ノ1倍 孚

1、2倍 ノ多 キニ達 ス、 而 シテ30-40歳 二於 テ

ハ男女共 二減少 シ更 二40歳 以 上二於 テハ 著 シ

ク減少 スルモ其罹 病率 ハ依然 トシテ女子 ハ男子

ヨ リ遙 カニ高 ク男子 ノ1倍 牛 二達 ス。

皿【.罐 生 病理。Sehlimperし 氏 二蘇 ルニ結核性:

腹 膜 炎 ノ他臓器罹 患卒 トノ比 二於 テ肺84.3%、

腸32.3%、 腹 膜4・9%、 生 殖器3・4%、 謄 膜3.3

%、 骨2.5%、 心 嚢2.2%、 泌 尿器1・4%ニ シ

テ腹膜結核 ハ肺、腸結核 二次 グ トセ リ。然 ルニ

原嚢性 二 腹膜 テ 侵 カス事 ハ 極 メ テ稀有 ニ シテ

Borschke氏 ハ226例 ノ剖検例 中唯僅 カニ其2例1

(0.88%)、Munstermann氏 ハ46例 中僅 二1⑳

(2.17%)テ 報 告 セルニ過 ギズψSchlimpert氏

ハ結核屍188例 中他臓器 ノ合併 症 テ有 セザル腹

膜結核 ヲ螢見 セザ リシ ト云 フ。斯 クテ眞 ノ原登

性結核性腹膜 炎 ノ存在 ハ認 メ難 ク他臓器結核 ト

随俘 スルモ ノニ シテ何 レノ結核姓病竈 ヨリ感染

セルモ ノナル カラ決定 セン トスルニ諸設 ア、リ。

則 チ

1)全 身血行Weigert氏 二依 レバ他臓器 病竃

ノ結核菌 ガ血行 ニ ヨ リテ腹膜 ニ ノξ移行 スル事

ハ頗 ル稀有 ニ シテ全身粟粒結核 ノー一分症 トシテ
ち

急激二腹膜全禮二小結節 ヲ作ルモ ノニシテ同時

二他臓器蛇二他漿膜 二於テモ結節 ラ形成 スル毛
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ノナ リト。小澤氏等ハ結核性腹膜炎511例 二就

テ粟粒結核 ヨリ來 レリト思ハ レシバ僅 カニ5例

約1.0%二 過 ギズ トセリ。

2)淋 巴道Nothnagel氏 二從ヘバ結核性腹

膜炎ノ登生二封 シテ最モ意義アルモノハ淋巴道

ニョル結核菌 ノ播種ナリト云 フ。氏二殊 レバ他

ノ漿液膜結核則チ肋膜炎心嚢炎關節等淋巴道ニ

ヨリテ傳播 セラル ・モノ最モ多ク、逆二腹膜炎

ガ原褒 トナリテ胸部漿液膜結核 ガニ次的二來ル

事モ稀ナラズ トセリ。更 二Weigert,v.Rec-

klinghausen,Ponfik氏 等ハ肺結核 ノ揚合二於

テモ淋巴道ニヨリ多撒腹膜炎テ惹起スルモノナ

リトシ、氏等ハ結核性腹膜炎ノ外腹腔内他臓器

二結核性病竈テ襲見セザル揚合二於テモ原嚢的

二肺結核 ラ登見スル場合極 メ テ多撒 ナリト云

フ。本邦山ロ氏 ノ調査二糠ルモ肺結核 二纏登 セ

ルモノハ全結核性腹膜炎ノ53・9%ナ リト。 小

澤氏等 ハ骨關節及皮膚結核殊二股關節結核叉屡

副腎結核 ヨリ登生 シ、更二氣管枝淋巴腺拉 二腸

間膜淋巴腺二原登性結核 テ有 シ此慮 ヨリ淋巴道

ニヨリテ腹膜 二入ル事或 ハ生殖器、女子二於

テ痢夙管拉二卵集 ノ結核男子 ニアリテハ睾丸及

副畢丸結核 ガ腹膜 二入 リ結核性腹膜炎 トナル者

少ナカラズ ト記載 セリ。結核性腹膜炎ノ存 スル

場合二於 テハ其原登病竈 トシテ氣管枝淋巴腺二

注意 スベキモノナ リトハAscheff氏 ノi述プル

所ニシテ倉島、幅田雨氏 ノ調査 二糠 ルニ結核性

漿膜炎 ヲ起セル94例(腹 膜炎90例v心 嚢炎4

例)中12例 則 チ12.8%二 於 テハ氣管枝淋巴腺

以外阿 レノ部分二於 テモ結核竈 ラ襲見 シ得ズ

ト。以 テ肋膜以外 ノ漿膜結核 二於 テハ他二身禮

何 レノ部分二於テモ結核原登竈 ト認 メラルベキ

所ナキニ拘ハラズ僅 カニ氣管枝淋巴腺二於テノ

ミ結核竈 テ認 メラル ・事ハ往々見 ラル ・所ナリ

ト云 フ。又山口氏 ハ淋巴腺結核二績褒セルモノ

35.9%ラ 認メタリト。

3>腹 膜 ト直接隣接 スル臓器 ノ結核 ヨリ連績的

二褒病 スルモ ノトシテBorschke氏 ハ226例 ノ

結核性腹膜炎申腸管 二結核性病竈テ全ク駿見 セ

ザルモ ノ皆無 ニ シテ総 テ幾何 カノ結核 性病竈 テ

褒 見スルモ ノナ リ、 其 中86例(38%)ハ 腸 管結

核 バ ナル モ140例(62%)ハ 肺 結核 テ合併 スル

ト共 二重症腸結核 ヲ有 セ リトナ セリ。其他腸間

膜腺子宮附屡器結核病竈 ヨリ直接 連績 的 二惹起

スルモ ノ甚 グ多 シト小澤氏等 ハ記載 セ リ。尚氏

等ハ511例 ノ結核 性腹膜 炎中他 器管=結 核性疾

患 テ謹明 スルモ ノ325例(63・5%)ノ 多 キニ達 シ其

中肋膜炎 ヲ合併 セルモ ノ248例(49・0%)ニ シテ

線結核性腹膜 炎 ノ約孚藪 ハ 肋膜 炎 テ合併 スベ

シ。肺結核55例(10・6%)二 達 シ腸結核8例(1.6

%)ナ リ。以 テ如何 二 多撒 二 他 ノ結核性疾患 ガ

合併 スル カヲ認 ム ト。
ム

IV.結 核性腹膜炎1分 類。 小澤氏等 ハ次 ノ分

類テ以テ設明セラレタリ。則チ

急性結核性腹膜炎

1)急 性結核性腹膜炎

2)急 性粟粒結核

3>亜 急性結核姓腹膜炎

慢性結核性腹膜炎

1)廣 汎性結核性腹膜炎
辱イ〉 乾性結核性腹膜 炎

ロ〉{黒性結核性腹膜 炎

ハ)結 核性化膿性(乾酪性〉腹膜炎

昌)癒 著性結核性腹膜炎

2)限 局性結核姓腹膜炎

氏等ハ其頻度二關 スル急性粟粒結核1.0%、 亜

急性結核性腹膜 炎0.6%、 慢性腹膜炎二於ケル

滲出性31・3%、 乾性56.O%、 限局性10.9%ナ

リトセ リ。倫赤岩氏ハ次 ノ如キ分類解設 テ試 ミ

タリ。則チ

1.滲 出性(腹水型)

2.乾 性型(繊 維素性癒著性型、腫瘍形成型>
3.潰 瘍性化膿性型

氏ハ更二種々ナル移行型殊二腹水型腫瘍型 ノ同

時二合併 シ來ルコトラLftA-,タリ。其他 且aerte1.
Frank氏 等ハ結核姓腹膜炎 ノ三分 ノニハ滲出

型ニシテ乾性型ハ約三分 ノー テ占メ潰瘍姓化膿

型ハ比較的稀有 二・rlテ10-15%'二 過ギズ・ト醇
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セリ。

其三 結核性謄膜炎

結核姓畷膜炎ハ全身粟粒結核症 ノー分症 テナス

モ ノ多ク叉輩掲 ノ登病 テ見ルモ ノ多 シ。今磯膜

二於 ケル漿膜結核 トシテノ記載 ヲ綜合 スルニ大

野氏ハ全身粟粒結核 二俘ヘル謄膜粟粒結核 テ含

マザル結核性畷膜炎 テ全結核屍546例 中24例

4・4%二 於 テ認 メ特 二小見 二多カリシト。 其中

23例 二就キ他臓器 ノ攣化テ参照 スルニ淋巴腺

結核69。6%、 腸結核52.2%、 肺結核43・3%、

腹膜結核21.7%ニ シテ淋巴腺腸肺結核 テ有セ

ルモノ多 ク見 ラル・コ トテ知 ル。Hartwich氏

ハ結核性謄膜炎 ノ症候 ヲ呈 セル屍膿二於 テ其病

憂 ト頻度 テ示 セル事次表 ノ如 シ。

年 齢

1-6ケ 月

7-12ケ 月

2-6歳

7-15歳

16-20歳

21-30歳

31-40歳

41-50歳

51-60歳

61-70歳

71--8e歳

粟粒結
核ノ総
籔

5

2

48

36

23

24

16

10

T

18

8

ニ

ル
結

綴
鎚

核

ノ
結

ニ
ノ
性

膜
粒
蚊
底
出
化

膿
粟
核
旙
滲
愛

11

11

1130

517

711

38

48

11

1

膿實質
内二於
ケル

i成結核

則 チ上表 二嫁 ルニ2--15歳 二於 テ其頻 度高 ク就

中2-6歳 最 モ多 シ。D.v.Wangenheim氏 二

振 ルニ臨躰 的 二結核性謄膜 炎 ト診断 セ ラレタル

屍盟116例 二就 キ1歳 迄 二14例 、2歳30例 、

3歳18例 ニ シテ 以下漸減 スルモ ノ ・如 シ5ナ

シ3歳 二於 テ最 モ多 ク、H。Koch氏 ガ2歳 二

於 テ20%テ 示 セルニ類似 ス。而 シテ1--3歳 二

於 テ強 キ素因 テ有 スルモ ノナルベ シ トセ リ。而

シテ氏ハ其原 因 二關 シ肺 ノ初期慶 化 ハ95%綾 見

サ レ各肺 葉内 二占檬 スルモ ノハ意義 ヲナサズ シ

テ肋膜 下 二位 スルモ ノ屡 ≧其成 因 トナル。而 シ

テ新 鮮 ナル石灰化 セル原登 竈 ト氣管枝淋 巴腺 ガ

直接 ノ理 由 トナル。 腸 二於 ケル原登竈 ハ3.6%

二於 テ見出 サル
。 又12%二 於 テ 畷 二於 ケル弧

在結核 ガ理 由 トナル又稀 二肺静脈結核粒 二氣管

枝淋 巴腺結核 ガ理由 トナル ト云 フ。本邦 昌於 テ

小兇結核性謄膜 炎二閣 シ松 田氏ハ臨躰 的 二他 ノ

結核 二比 シ15.2%5歳 以 下73.3%2歳 ノモ ノ

最 モ多 シ、男 女 二著攣 ナ キモ男見 二多 シ ト。廣

瀬 氏 二嫁 ルニ 男見 二多 ク年 少期1--4歳 二最 モ

多 ク其 百分卒 ハ縮症例 ノ50%ニ シ テ4-・7歳 ノ

小見之 二次 ギ2歳 最 モ 多 ク2-3歳 、3-4歳 之

二次 グ ト。

甲斐氏 ハ 粟粒 結核 ノ臓 器分布 二關 シ肺17、 脾

17、 肝12、 腎10、 畷 膜6、 肋膜5、 腹膜3、 腸

2ノ 割合 ラ以 テ肺及脾 ノ最 モ好螢部位 ニ シテ肝

腎之 二次 ギ更 二拶膜肋膜腹膜腸 ノ順位 ナル コ ト

ラ立讃 シ登生年齢關係 二就 キ年 長 ノモ ノヨリモ

年 少ノモ ノニ多 ク來 リ殊 二結核性磯膜 炎ハ2-

6歳 ノモ ノニ多 シ ト記載 セ リ。

三浦、橋 本氏等 ハ13歳 ヨ リ50歳 二到 ル結核性

磯膜 炎 ノ統 計的観 察 テナ シ、1.結 核性謄膜炎

ハ大人 二於 テハ比較 的稀有 ナル疾 患 ニ シテー般

結核性疾患 ノ3%二 達 セズ。2.大 人 二於 テハ

20-25歳 二於 テ最 モ多 ク男子 ヨリ女子 二多 シ。

結核性磯膜 炎ハ原登性疾患 二非 ズ シテ他 ノ結核

性疾患 二績登 スルモ ノナル コ トハ臨躰的 ニモ解

剖的 ニモ謹 明 セラ レ原登竈 トシテハ淋 巴腺結核

最多 ク肺結核 之 二次 グ。4.結 核性拶膜 炎 ノ凡

ソ6割2分 ハ急 姓粟粒結核 ノ部分現象 ニ シテ所

謂謄膜 炎型粟粒結核 二屡 スベキモ ノナ リ ト。其

他 山 口氏 ハ結核 性畷膜 炎 ヲ全 結核屍 二封 シ13・4

%二 於 テ認 メ、其 中淋巴腺結核 二綴登 セルモ ノ

51・3%、 肺 結核 二 繊褒 セル モ ノ38.4%二 於 テ

認 メタ リ ト。

叉 田原 氏 ハ驕膜 二結 核 ヲ・認 メタルモ ノ全結核屍

二封 シ17.74%ニ シテ若年期 二來 リ大多撒 ハ淋

巴腺結核 二縫褒 シ殊 二全 身粟粒結核 ノ部分症候

㌧シテ來 ルモ ノ ・如 シ ト、前 田氏 二嫁 ニル謄膜

二結核 ラ有 スルモ ノハ 結核屍 二封 シ6.13%ニ

シテ就 中小 見36・84%、 成 人3・1%、 男 子4.7
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%、 女9・1%ナ リ ト云 フ。

其 四 結核性心嚢炎

結核姓心嚢 炎ハKull&Schurmeyer氏 等 ニ ヨ

ルニ121例 ノ心嚢 炎申29。7%二 於 テ認 メRom-

berg氏 ニ ヨルニ65例 ノ心嚢 炎 ノ臨林的原 因別

統 計 ニ ヨル 結核 ハ18.8%、 疑 アルモ ノ11。8%

チ リ ト。本邦 二於 テ 田原氏 ハ 全屍2011例 申僅

カニ17例 二過 ギズ トナ シ大入結核屍 二封 シ1.7

%、 小人結核屍 二封 シ3.5%テ 示 セ リ ト云 フ。

前田氏 二稼 ルニ心外膜 二結核竈 テ有 スルモ ノ5

例(男3例 、女2例)テ 全結核屍212例 中 二於 テ

認 メ(2.3%)、 心 臓結核 ハ 比較的稀有 ナ リ ト記

載 セ リ。其他本症 ノ老入 二屡 支見 ラル ・報 告 ト

シテハWolff氏 ハ60歳 ノ者 二於 テ屡k認 メ全

例 ノ87.5%二 於 テ之 テ見一部隣接臓 器 ヨリ來

リー 部 ハ血 行性 ナ リト。Blummenberg氏 亦

老人結核屍125例 中9例 則19・5%二 於 テ 認 メ

肋膜 ト合併 セルモ ノ7例 、軍掲 二來 リシモ ノ2

例 ナ リト云 フ。

第 四項 急性粟粒結核

L護 生 頻度。大野氏 ハ全結核屍 ノ12・8%二 於

テ認 メ、山 口氏 ハ全結核屍290例 中122例42・2

%二 於 テ認 メタ リト。

∬.年 齢的性的關係。大 野氏 ハ性 的關係 ハ特殊

ノモ ノナキモ年齢 ノ關係 ハ稽 篭注 目スベ シ トナ

シ成人 二於 テ10・6%ナ ル ニ 小 見二於 テハ23.9

%ノ 多 籔 テ示 シ明 力二小見 ガ成入 ヨリモ全 身粟

粒結核 テ起 シ易キカテ示 ス。 山 口氏 二採 ルニ粟

粒結核 テ惹起 スル揚 合淋 巴腺結核 二於 テハ青春

期乃至 ソ レ以前 ノ小 見期 二於 テ多 ク青春 期後 二

於 テ比較的少 キニ反 シ肺結核 二於 テハ青春期以

前 ハ比較的少 ク青春期乃 至盛年期 二於 テ最 モ多

撒 ナ リシト。1922年A.Hartwich氏 ハHam-

burg二 於 テProf.Dr.E.Frsenke1ノ 下 二

於 テ200例 ノ粟粒結核症就 中男子97例 、女子

103例 二就 キ 襲生學的關係拉 二臓器 内分布 二就

キ報 告セ リ。即 チ其頻度 トシテ1-6ケ 月5例 、

7-12ケ 月2例 、2-6歳48例 、7-15歳36例.

16-20歳23ifiJ、21--30歳24夢 嘘、31-40歳16

例、"一一一50bl10例 、51-60歳10例 、61-70

歳18例 、71-80歳8例 ニシテ1歳 二於 テ 最 モ

稀、2-6例 二於 テ最 モ高率7歳 ヨ リPubert乞t

二到 ル迄漸減 シ15--30歳 二 於 テ 屡 丸認 メラ レ

タリ5。60歳 以 上 二於 テハ13%ナ リ ト。 老人

二於 テ屡k認 メラル ・コ トニ就 キBraun氏 ハ

14.2%二 於 テ認 メタ リ ト記 載 セ リ。

皿.翌 生病 理。粟粒結核 ノ褒生成立 二必要 ナ

ル因子 ノー ハ血申 二結核 菌 ガ侵入 スル コ トニ シ

テ從 テ本症 ハ結核症 ノ各病期及 各種病型 ノ時 二

褒生 シ得 ルモ ノニ シテ通 常Ranke氏 ノ所謂第

二期 二於 テ結核病竈 ガ禮 内 二競 ニー定期以上存

績 シ屡 胤結核菌 ガ血 中 二移行 セ リ ト思考 セ ラル

ル時期 二到 リテ惹起 スルモ ノ多 シ ト柿 沼氏 ハ記

載 セリ。然 ラバ菌 ノ血行 ヘ ノ侵入部位 ハ何 慮 ナ

リヤテ病理解剖的 二決 定 スル事 ハ屡 気困難 ナル

モ先 ヅ次 ノ侵 人門 テ見出 ス ノデ アル。

1.胸 管結核 ニ シテ其起 始部邊 ノ淋 巴腺 二結核

病竈 ガア リ胸管 ノ壁 ニモ結核病竈 テ生 ジソ レガ

破壌 シ菌 ガ流出 シ鎖 骨下静脈 二移行 スル ト思考

セラル場合 ニ シテHartwich氏 ハ胸管結核 ノ

頻度 ハ年齢 ト共 二増加 ス トシ胸 管 ノ破 壌 二就 キ

Silbergleit氏 ハ18%、Ponfick氏 ハ全身粟粒

結核 ノ特殊 ノ登生部位 ナ リ トシ、Loncope氏 ハ

65%二 於 テ登 見 ス ト記載 セリ。

2・ 乾酪性攣 化 ラ呈 セル淋巴腺結 核 ヨリ登 生 ス

ル トナス揚合 ニ シテ大 野、山 口諸氏 ノ調査 ラ引

用 スルニ大野氏 ハ全身粟粒結核屍 二於 テ全 身諸

臓 器 ノ慢性結核 性病 竈 アルモノラ検 スルニ淋 巴

腺結核71・4%、 腸 結核6】 ・4%、 腹 膜 結核35.7

%、 肋膜結核27・1%、 肺 結核15.7%、 泌 尿 生

殖器結核15・7%、 喉 頭結核10%、 骨 及關節結

核5・7%、 胸 管結核1.4%、 陳 蔑性肺結核2.9%

ニ シ テ コノ中腸結核18
.4%、 淋 巴腺 結核15.7

%・ 胸 管結核1・4%ハ 當 該臓器 ノ疾患 ノ ミニ シ

テ他 ニハ結核姓病竈全 クナキカ或 ハ甚 グ輕微 ノ

モノニ過 ギズ シテ腸及淋巴腺結核 ハ肺結核 ヨリ

モ全 身粟粒結核 ト或 ハ密接 ナル關係 アル ニ非 ズ

ヤ ト想像 シ得 ルガ如 シ ト
。 山口氏 ハ全 身粟粒 結
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核屍122例 申淋巴腺結核 二纏螢 セルモノ46例

(36.0%)、 肺結核二纏綾 セルモノ67例(55.0%)

最モ多教ニシテ其他骨結核泌尿器結核生殖器結

核二孝騒 セルモ ノ9例(7.4%♪ ナリ.則 チ全身

粟粒結核 テ惹起 スル揚合ハ肺結核最 モ多撒 ニシ

テ淋巴腺結核之 二次ゲ リトセリ、次 二淋巴腺結

核 二纏褒 スル全身性粟粒結核 ノ揚合其部分的攣

化 トシテ臨躰症歌 ヲ現ハス臓器結核 二就 テ見ル

ニ腹膜16例 、 謄膜6例 、 腹膜肋膜4例 、腹膜

膿膜5例 、肋膜腹膜謄膜6例 、謄膜肋膜1例 、腹

膜骨1例 其他泌尿生殖器骨關節等各1例 アリ。

帥チ是等統計的観察 ヨリ青春期以前 ノ小見期二

於テ臨林的二結核性腹膜炎乃至購膜 炎テ惹起 ス

ル場合 ノ過牛撒例ハ淋巴腺結核二綴登 スル粟粒

結核 ノ部分現象ナ リト。而 シテ氏ハ更二全結核

症例 ヨリ結核性腹膜炎及謄膜炎例二就 テ見ルニ

前者89例(30・7%)、 後者39例(13・4%)ア リ。
を

結核性腹膜炎二惹起 スル場合ハ肺結核最 モ多 ク

49例(53.9%)ニ シテ淋巴腺結核之二次 ギ32例

(35.9%)ナ リ。結核性謄膜炎ヲ惹起 スル場合ハ

淋巴腺結核最 モ多 ク20例(5L3%)ニ シテ多 ク

ハ粟粒結核 ノ部分的攣化ナリ。肺結核之 二次 ギ

テ15例(38.4%}ナ リ。 即チ以上ノ關係 ヨリシ

テ結核性腹膜炎 テ綴蛋スル揚合ハ肺結核 ハ淋巴

腺結核 ヨリハルカニ多撒 ナルニ反 シ結核性磯膜

炎 テ縫登スル揚合ハ淋巴腺結核 ハハルカニ肺結

核 ヨリ多激ナリ。而 シテ淋巴腺結核 二織登 セル

結核性磯膜炎 ノ年齢的關係 テ見ルa何 レモ16

議以前 ノ若年期 ノモノ多敷 ナリ。卸チ更 二以上

ノ成績 ヨリ若年期二來ル結核性拶膜炎 ノ大多敷

ハ淋巴腺結核二縫褒 シ殊二全身粟粒結核 ノ部分

症状 トシテ來ルモノナリト見倣 シ得 ベシト。倫

粟粒結核 テ惹起 セル淋巴腺結核 ノ部位ハ氣管枝

周園淋巴腺最モ多 ク腸間膜淋巴腺、氣管淋巴腺

頚部淋巴腺等之二次 グ。而 シテ軍個所 ノ淋巴腺

ノミ侵サル ・コト少 クシテ多 クハ所々ノ淋巴腺

種々ナル組合二於 テオカサル ト。氣管枝淋巴腺

結核 ノ多キコトニ就キSteiner,Neuritter氏 等

ハ小見結核屍302例 中淋巴腺結核299例 ニシテ

其中氣管枝淋 巴腺結 核最 モ多撒 ナ リシ ト。Hen-

och,Neumann,Seitz,Baginsky氏 等 モ同様

ノ晃解 ラ記載 セ リ。氣管枝淋 巴腺 二次 ギテ腸 間

膜結核 ノ多 キハ諸家 ノ認 ムル所 ニ シテ全 身粟粒

結核症 ノ原因 トシテ重要 ナ ル要 素 タル言 テ待 タ

ズ。

3.其 他肺臓 内二破壊竈e有 シ其 等 ノ静脈 壁 が

侵襲 サ レ其部 ヨ リ乾酪性病攣竈 内 ノ内容 ガ血行

二侵 入 セ リト思考 セラル ・場 合爾又是等 ヨリモ

大 ナル血管 ノ内膜 二所謂 内膜 結核 結節 テ生 ジ後

二融解 シ血行 二入 リシ ト思考 セ ラル ・場合 テ認

ム。Hartwich氏 ノ調査 二殊 レバ 血管 ノ破壌

部 位 ヲ90・5%二 於 テ 認 メタ リトシ、Lungen

Venen61%、Duct.thoracicus26%、 .Vena

suprarenalis1%、VenaspermaticoO.5%、

Venacavai㎡eriorO.5%、V.azygosO。5%v

Aortathoracica1%ナ リ ト。Weigert氏 ハ

50-70・8%、Sig9氏 ハ65--82%、Silbergleit

氏 ハ70・9-95%、Schmorl氏 ハ95%二 於 テ見

出 セ リト。爾 且artwich氏 ・・肺静脈破壌 ノ頻

度 トシテ右上葉39例 、右 中葉7例 、右 下葉26

例 、左上葉26例 、左 下葉22例 、肺 静脈 主幹部

2例 ナ リ トシ、小見期 二於 ケル結核 性静脈 ノ疾

患 テ粟粒結核 ノ主因 ト目セラ レタ リ。

第五 項 臓器結核

其一 泌 尿器結 核

泌尿器結核 ハ尿路 二於 ケルー種 ノ系統 的疾 患 ニ

シテ大多撒 ハ他臓器 ノ結核病竈 ヨリ結核菌 ガ血

行 ラ介 シ1側 叉 バ稀 二雨側 ノ腎 ラ侵 シ更 二輪尿

管又 ハ膀胱結核 テ惹起 シ蔓延 スル如 シ。

イ、 腎臓結核

頻度粒 二性 ワ關係 。藤 浪(剛)氏 二殊 レバ結核 屍

153例 中 腎臓結核症 テ合併 セルモ ノ52例(34%)

ヲ算 シ其 中男子31例 、 女子21例 ニ シテ粟粒結

核症18例 テ除 ケバ 男子19例 、 女子15例 ニ シ

テ粟粒 結核症 ハ男子 二多 キモ慢性 腎臓 結核症 ハ

其 間著 シキ差 ナキテ示 シタ リ。 菰田氏 二櫨 レバ

臨躰 上 ノ検索 二 於 テ105例 申 男子58例 、 女 予

47例 テ認 メタ リ。其他Kapsammen氏 ハ1%v
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Schlesinger氏 ハ5.3%、Wildbolz氏 ハ3-5

%、Kuster氏 ハ1・0%、Cunningham氏 ハ8

%、 臨 躰的 二阿久津氏 ハ1000人 中20人 、廣瀬

氏 ハ1000人 中6.6%、 小 澤、 比留間雨氏等ハ

1858人 中16人 則 チO・8%、 大 野氏 ハ結核屍546

例 中腎臓 虜18例3.5%テ 認 メタ リ ト。 而 シテ

男女同撒 ナ リ ト。甲斐氏 ニ ヨルニ小見結核屍41

例 中腎臓結核就 中粟粒結核10例 、乾酪化乃 至室

洞化 セルモ ノ3例(7・3%)ア リ タ リト。 新 島氏

二從ヘ バ 全結核屍1243例 中349例 ノ 腎結 核症

28・1%ラ 認 メ男 女性不 明ナルモ ノ6例 ヲ除 キタ

ル343例 中 汎登 性難 結核症 ハ256例 テ占 メ姓

的關係 二封 シ粟粒結核症 ハ男子 二多 キモ慢性腎

臓結核症 ハ雨性 ノ間 二著 シキ差異 ナ シトノ藤 浪

(剛〉氏 ノ成績 ニー致 セ リ ト云 フ。

腎臓結核 ト年齢 トノ關係。Kuster氏 二檬 レバ

21-30歳 最 モ多 ク、31-40歳 、11-20歳 之 二

次 グ。Wildbolz,Simon氏 等 亦 同檬 ノ見解 テ有

ス。藤 浪(剛)氏 ノ剖検 上 ノ成績 二採 レバ16-35

歳 ハ好登年齢 ナ リ。 新島氏 二嫁 ルニ腎臓結核症

ハ16-30tt=最 モ多 ク、而 モ15歳 以下 ノ小見

ハ之 二次 グ好登年齢 ナ リ。慢性腎臓結核症 二就

テ見 レバ11-35歳 殊 二16-25歳 ノ間 ハ最 モ頻

褒 スル 時期 ニ シテ10歳 以下 ノ男子 二於 テハ皆

無 ナ リ。然 ルニ女子 二於 テハ街薮例 テ認 メタ リ

ト。Ekehorn氏 亦 腎結核 ノ88%ハ16-40歳

ノ間 二登 シ就申20-30年 ノ 間 二好嚢 ス 則 チ腎

結核症 ハ幼少年期 二比較的稀 ニ シテ思春期 二於

テ急激 二檜加 シ20-30歳 ヨ リ40歳 迄 最 モ多 ク

ソ レ以上 二於 テ漸減 スルモノ ・如 シト。

腎臓結核 ト髄側。Doering氏 二嫁 レバ雨側 二來

ルモ ノハ30例 中1例 モ認 メズ ト。Simon氏 亦

同檬 ノ成績 テ得 タ リ。Kuster氏 ハ368例 中僅

力・:1(;例雨 側 二認 メ ラレタル例 ラ暴 ゲWildolz

氏 ハ偏側85例 二封 シ爾側21例 、Kr6hnlein氏

ハ偏側84例 二封 シ雨側4例 テ示 シ,菰 田氏 ハ偏

側90例 二封 シ雨側7例 ノ結核 テ得 タ リ。 然 ル

ニMirabeau,Steinthal氏 等 ハ偏側例 テ検索例

ノ牛数 二於 テ認 メタ リト.次 デ腎結核殊 二慢性

腎臓結核症 ノ偏働二來ルコト多キテ知ルベ シ。

其他藤浪(剛 〉氏ハ偏側及雨側 二於テ 同撒ヲ認

メ、新島氏 ハ偏側 ヨリモ雨側二來ル場合甚グ

多 シ。 慢性腎結核症 ノミニ就 テモ亦然 リトセ

リ。左右 ノ頻度 テ封比 スレバ右ハ左 二比 シー般

二梢 丸多 シ但 シ慢姓腎臓結核症二於 テハ男性ハ

左ハ右二比 シ頻登 スルニ女性ニテハ全 ク之二反

ス トセリ。

ロ、其他ノ泌尿器結核

大野氏二嫁ルニ泌尿器結核ハ全結核屍 二封 シ7

%ラ 示 ス。 而 シテ泌尿器結核35例 中膀胱結核

28例(男15例 、女13例)腎 臓擁18例 ナリト云

フ。田原氏二稼ルニ227例 全結核屍 二封 シ27・3・

%伏 人19.4%、 小見7.8%)テ 占ノ其紹封撒 ヨ

リ云ヘバー見小見ハ大人二比 シテ著 シク少撒ナ

ルガ如キモ今之 テ大人及小見結核患者総撒 二封

スル百分比 ヨリ見 レバ大人二於 テハ2・4%、 小

見 ニテハ4.6%二 當 リ小見 ノ方大人二比 シ却 テ

泌尿器 ノ侵サル ・コト多キラ知ル トセリ。而 シ

テ腎臓結核最モ多 ク シテ218例 則 チ全結核屍

826例 二封 シ26。5%(大 人19.O% 、小人7.3%》

ヲ占メ、且ソノ多籔二於 テハ同時二繭測 ノ腎臓

ラ侵 セリト云 フ。之二次 ギテ多キハ膀胱結核例

ニシテ51例 又輸尿管結核34例 而 シテ尿道結核

唯1例 大人二於デ認メタリト。新島氏ハ検索 セ

ル349例 ノ腎結核症中87例=シ テ慢性腎結核

症 テ認 メ腎孟二結核性攣化ラ合併 シタル例 ハ39

例則 チ略 篭牛撒 二達ス。又輸尿管結核症 ハ殆 ド

常 二腎結核 ト同側二於 テ認メラル。膀胱結核 テ

合併 シタルハ男乎29例 、女子15例 ニシテ其略

牛撒 二達ス トセリ.其 他前田氏ハ泌尿生殖器結

核 テ全結核屍二封 シ18.4%(男17.81%、 女子

19.69%)二 於テ認メ腎臓結核 ノ最 モ多籔 ナルコ

トヲ言已載セ リ。

其二 生殖器結核

大野氏二櫨ルニ全結核屍 二封 シ8.0%テ 認メ女

子ハ男子 ヨリ遙 カニ生殖器結核二富 ミ男子ガ大

多藪 二於 テ泌尿生殖器結核 テ余 ヌルニ反 シ女子

ハ殆 ド線 テ雨種臓器疾患互二孤立 シテ何等密接
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ナ ル關係 ナキニ似 タ リ ト。 田原氏 二糠 ルニ生殖

器結核 ハ全結核 屍 二封 シ9・0%ナ リ ト。

イ、男子 生殖 器結核

男子 二於 ケル生 殖器結核 症 ハ各部弧 立的 二初登

ス ル コ トア リト難 モ多 クノ場 合 二泌尿 器結 核 ト

随俘 スルモ ノニ シテ所 謂泌尿 生殖器結核症 トシ

テ褒現 スルモ ノ ・如 シ。從 テ多 クハ緬 登性 ニ シ

テ好登部位 ハ囁護腺、精嚢 、副睾 丸及畢丸、輸

精管等 ニ シテ陰葉其 他 二登 スルハ稀有 二罵 スル

モ ノ ・如 シ。Simmondsノ 報 告 ニ ヨルニ 生殖

=器結核 解屍200例 中囁護 腺結核76%、 精 嚢 結核

62%,副 睾 丸結核54%ニ シテ 生殖 器領域 ノ中

唯 一臓 器 ノミ侵 サ レ他 ハ健全 ナリ シモ ノ40例

其 中囁護腺 ノミ侵 サ レタルハ20例 、精 嚢10例 、

副睾 丸10例 ニ シテ帥 チー臓器 二限 レル 生殖器

結核 ノ牛撒 ハ搬護腺 テ侵 シ他 ノ牛数 ハ精嚢 ト副

睾 丸 トヨリ獲 スルモ ノト見倣 スベ シ トセ リ。 阿

久津 氏 ハ搬護 腺 二多 キ 鮎 二關 シ結核 ノ傳搬 ハ

Baumgarten氏 ノ如 ク分泌液或 ハ淋 巴液 流通

ノ方向 二從 ツテ常規 トスルガ故 二初登部位 タル

副睾 丸及睾 丸 二多 キ筈 ナルニ搬護 腺精獲 二多 キ

理 由 ハ睾 丸結核 ヨリスル ノ外 泌尿器結 核 ヨリモ

傳染 テ被 リ得 ルガ故 二劃睾丸 ノ数 ヨリ凌駕 スル

ニ至 ルナ ルベ シトセラ レタ リ。大 野氏 二糠 ルニ

男子 二於 ケル生殖器 結核 ハ成人 二限 ラ レ囁 護腺

結核最 モ 多 ク17例 ニ シ テ 男子 生殖器結 核 ノ

89.5%テ 占 メ副 睾丸結核 ハ僅 カニ6例(31.5%)

ア ル ノ ミ。尿 道結核 ノ頻度 ハKrzywicki氏 二

i稼レバ17.2%、Pave1氏 ハ1.7%、Halleet

Matz氏 等 ハ8.3%ナ リ ト。Emil,Bruckhardt

氏 等 ハ271例 ノ 生殖器結核 中17例(6.27%〉 ノ

男子尿道結核 テ詮 明 シ、Heuter氏 ハ11例 中8

例 ノ尿道結核"e見 タ リ トe萩 原 氏 ハ6例 ノ尿道

結核症 二就 テ報 告 ス以 テ極 メテ稀有 ナラザ ル コ

トテ知 ル。 田原 氏 ハ 蟻護腺結核 ハ24例(32%》

ニ シテ生殖器 結核 申最 モ多撒 ニ シテ副畢丸及精

嚢 ノ結核 ハ僅 カニ3例(4%)テ 認 メ シノ ミナ リ

ト。 新 島氏 ハ87例 ノ慢姓腎結核 中囁護腺21

例 、睾丸5例 、精嚢10例 、副睾丸11例 、尿道

3例 ニ シテ以 上諸氏 ノ報告 二徴 スル ニ撮護 腺結

核 ノ屡 気認 メ ラル ・コ トテ知 ル。 其他振 護腺結

核 ノ老人 二 屡 ≧認 メ ラル ・コ ト=就 キGayet

氏 ハ60歳 後 二17例 テ見 タ リ トシ其 ノ多 キコ ト

ラ報告 セ ラ レタリ。

口、女子生殖器結核

Kr6nig&Jung氏 等 ハ解屍 セル全婦入患者 ノ

2--3%、 シツランム氏 二嫁 レバ肺結核婦人 ノ4

%ハ 生殖器結核 テ併登 ス ト云 フ。OttoGragerd

氏 ハ婦人屍禮 ノ2%ハ 生殖器病 テ有 シ屡i腹 腔

ノ結核 テ合併 ス ト。Martin氏 ハ2%ノ 女 子生

殖器病 ハ結核 テ通 ジテ來 ル ト云 フ。Simmonds

氏 二篠 ルニ80例 中痢 夙管結核 ハ89%、 就 中23

%ハ 之 ノ ミニ 限局 セルモ 他 ノ66%二 於 テ同時

二子宮粘膜罹 患 セ リ。 以 テ劇夙管結核 ノ頻度大

ナル コ トテ知 ル。 女子生殖器結核 ノ年齢 的關係

ハSimmonds氏 二糠 ルニ 検索 セル80例 中15

-45歳 換言 ス レバ生殖器 ノ機能 時期 二叢 スルテ

多 シ トシ全藪 ノ約60%テ 占 ム ト。 其他 本邦 二

於 ケル諸家 ノ報告 テ見ルニ大野 氏 二檬 ルニ女子

ノ場合 ハ小見 二3例 テ見 タル外 多 クハ成人 ニ シ

テ痢夙管最 モ 多 ク 全姥殖器結核 ノ76・9%ニ シ

テ子宮結核15例,卵 集結核8例 、膣 結核1例 ナ

リト云 フ。 甲斐 氏 ハ41例 ノ小 見結核屍中1例

ノ劇夙管結核 テ認 メ、木村(男)氏 ハ内山氏報告

前 ノ東北大 ノ材料 二於 テ約3年 孚 ノ間 二於 テ痢

臥管結核23例 、子宮結 核16例 テ得 生殖 器結核

屍 ハ全結核屍 二封 シ16.18%ナ リ トシ、Stillm-

ann氏 ガ子宮結核 ハ全結核屍 ノ8.5%ナ リ トセ

ラ レシニ封 シ東北 地方 ト構 スル特殊關係 二支配

サル ・モ ノナルベ シ ト稽 セ リ。 子宮結核 ノ年齢

關 係二就 キ木村(男)氏 ハ13--15歳 ノ 盧女 二著

明 ナル 痢 夙管結核 ヲ見特 二13歳 ノモ ノニ 就 テ

ハ子宮底部粘膜 二肉眼 ニテ明 白二認 メ得 ル粟粒

結核 テ有 セ リ ト。KrzyWicki氏 ハ16歳 ノモ ノ

ニ始 メ テ 痢夙管結核 テ見子宮結核 ハ22歳 以後

二之 テ認 メ 高齢 ノモ ノ トシテハ71畿 、83歳 二

結核性瀦膿 ラ認 メタ リト。 爾Beruning氏 ・・女

子生殖器結核44例 中劇夙管結核29例 則 チ65,9
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%テ 認 メタ リ ト。田原氏 二糠 ルニ女子 ハ小見10

例 二於 テ生殖器結核 テ認 メ タルモ通常 ハ大人 テ

侵 シ劇 夙管結核最 モ多藪 ニ シテ24例 、子宮結核

3例 、卵集結核15例 、膣結核2例 ニ シテ何 レモ

顯著結核 二屡 ス ト記載 シ、新島氏 ハ劇 夙管結核

7例 、子宮結核4例 、膣結核1例 、卵 巣結核4

例 ナ リト記載 シ、 九大病理柳井氏 ハ 女子解屍

1492例 中肺結核434例 ヲ 認 メ生殖器結核 二 綾

獲 セルモ ノ121例 ニ シテ27・9%ラ 示 シ内生殖

器結核.ト外生殖器結核 トノ比 ハ100:8ノ 割 合 ナ

リ。各臓器 ノ頻度 ハ痢夙管結核67%、 子宮結核

61%、 卵 巣結核45%、 膣 結核7.5%又 是等器官

ノ軍掲罹患卒 テ見ルニ嘲夙管結核17.4%、 子 宮

結核9・9%、 卵 巣結核8.3%、 膣 結核4.1%ナ

リ ト云 フ。次 二逐齢的關係 テ見 ルニ柳井氏 ハ16

-45歳 ノ間 二著 シク特 二26-30歳 ハ45 .6%ノ

最 高傘 テ示 シ 且ega1氏 ハ16-25歳 ノ間 二最 モ

多 ク、Schlimpert氏 ハ21「30歳 、Jung氏 ハ

30--50atテ 極 期 ナ・リ トセ リ。其他Aschoff,

Schlimpert氏 等 ハ第1年 ノ幼女 二、Schlimpert

氏 ハ90歳 ノ老 婆 二、柳井氏 ハ最小1年6ク 月、

最高6}歳 ノk一子 二生殖器結核 テ見 タ リト云 フ。

以 上諸家 ノ調査 ラ綜 合 スルニ女子 二於 テハ痢夙

管結核 ノ頻度著 明 ニ シテ褒現 ノ年齢的關係 ハ生

殖器 ノ機能 ト時期 的關係 テ有 スル ヤニ思考 セシ

メ フ ルo

其三 骨及關節結核

骨及關節 ノ結核ハ人艦諸器官中肺臓及腸 ノ結核

二次 グモノニシテ肺腸又ハ淋巴腺 二綾褒 シ又時

二扁桃腺其他諸種粘膜又ハ外皮 ノ損傷部 ヨリ侵

入スル病毒 ノ外他髄部 ノ結核 ラ起 スコトナク所

謂原登性骨叉ハ關節結核 テ起 ス ノ憂ナシトセ

ズ。K6nig氏 ハ骨及關節結核中原議竈 テ認 メ得

ザ リシ原登姓骨結核 卜認メ得ルモノ21%ヲ 算

ス5セ リ。 大野氏ハ骨及關節結核屍激37例 ヲ

認メ全結核屍二封 シ6・8%二 當 リ男女 ノ差著 シ

ヵラズ、小見ハ成人二比 シ稽 ≧多撒二占ムルガ

如 シト。骨結核26、 背椎19(腰 椎10、 胸椎5、

頸椎4、 薦骨2)肋 骨3、 前頭骨1、 瀬額骨1、

脛骨1、 關節結核12(膝 關 節6、 股 關節5、 薦腸

骨關節1>=シ テ 骨及關節結核 テ兼 ヌル モ ノ女

子1例 ナ リ トe骨 及 關節結核 ラ通 ジ流注膿瘍 ア

ルモノ ・総撒 ハ全骨 關節結核 ノ約46・0%(骨 結

核 ノミニデハ58・0%)テ 占 ム。他 ノ臓 器 二何等

ノ結核 性病 竈 ナキ モ ノ11例 ニ シテ骨 關節結核

ノ29.7%テ 占 メ他 ノ臓器 二比 シ原登 性 ト見倣

ス可 キ結核 性病竈著 シク多籔 テ占 ムルモ ノ ・如

シb。 田原氏 二豫 ルニ 骨結核 例30例 ニ シテ全

結核屍 ノ3.6%二 當 レリ。而 シ5是 等 ハ骨 ノ ミ

ニ結核 ガ局在 セ シニハ非 ズ シテ多 クハ他臓 器 二

結核 ノ合併 テ認 メ肺結核 テ合併 セルモ ノ26例 、

腸結核16例 、泌尿 器結核14例 、 生殖器結核4

例 、ソノ他肋膜或 ハ心包 ノ繊維性癒著3例 、肝、

脾等 ノ粟粒結核 ア リシモ ノ8例 ナ リ。 爾骨結核

30例 中小見 ハ2例 ナ リ。 而 シテ 其種別 ハ 胸椎

16例 、肋骨2例 、顧項骨1例 、腸骨結核(右 側)

1例 、 大腿骨2例 、脛骨2例 、瞭骨 繭 側2例 、

右掌骨1例 、 右側 肩脾 骨2例 、膝 關節(左 側1

例 、右側2例)、 股 關節8例 、足關 節1例 ニ シテ

骨及關節結核 テ通 ジテ流注膿瘍 アルモ ノ6例 テ

認 メタ リト。

骨結核就中結核性脊 椎炎二關 スル頻度 ラ見 ルニ

Drachmann,Lorenz,Mohr,Wulstein,Bill-

roth氏 等 ハ1-・5歳 二於 テ29--41%、5-10歳

二於 テ22-36%{11--15歳 二於 テ10・7--13・7

%、16-20歳 二於 テ5-16・7%ラ 認 メ幼弱 ナル

小見=於 テ屡i之 テ認 メ、 本i邦松 岡氏 ハ21-

25歳 ハ17%ニ シ テ最 モ 多 ク、 三輪氏 ハ21-

30歳 迄 ラ最 モ多 シトシ36。O%、31-40歳27・7

%ナ リ ト シ、 永野氏 ハ21--25歳 ヲ主 トナ シ

次位 ハ10歳 以下 ノ モ ノ ト ス、 高桑氏 ハ26-一
ね

40歳 ノ間 二男子 二於 テハ多 ク 女子 ハ16-25歳

ノ間 二 多数 ナ リ ト云 フ。 雨性 ノ關係 テ 見ルニ

Billroth氏 ハ 男57.3%、 女42.7%、Gibneys

氏 ハsu54.1%、 女45.9%、Nebel氏 ハ男61.0

%、 女39.0%、Wulstein氏 ハ男53.9%、 女

46・1%ナ リ トシ男子 ノ優勢 ナル藪字的 關係 テ示

スコ トラ知 ル。其他前 田氏 二嫁 ル ニ骨 及關節結
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核 ハ全結核屍二封 シ8、0%ニ シテ脊椎「カ リエ

スJ第1位 テ占メ肋骨「カリエスJ及股關節結核

第2位 ラ占ム ト記載セ リ。

其四 其他 ノ臓器結核

大野氏二糠 ル ニ咽頭及食道結核ヲ進行性結核

466例 中二於テ27例(男18、 女9例)6・0%ニ

シテ性叉ハ年齢二著 シキ差別ナク悉 ク他臓器結

核 ト相俘ヘ リトナシ、大謄2例 、小膿3例 、肝

臓(手 拳大以上疹テナスモノ2)胃(潰 瘍形成5)

二於ケル結核 テ見タリト記載 セリ。關氏ニ ヨレ

バ全屍激1026例 中結核屍344例 ニシテ胃結核

ハ2例O・6%ナ リト云 フ。田原氏二嫁 ルニ全結

核屍826例 中咽頭結核15例 、扁桃腺結核44例

ニシテ後者中39例 ハ顯著結核例 二屈 シ且又小

見 二比 シ著 シク大人二多 シト。叉舌結核 ハ総結

核例中僅 カニ3例 チ認メタルニ過 ギズ ト。尚氏

ハ脾臓結核例縮薮255例 ニシテ全結核例 ノ30.8

%ヲ 占メ、其縄封数ハ小見二比 シ大人 ノ方大 ナ

レド大人及小見 ノ各罹患例撒二封スル百分比 ヨ

リ見ル時ハ小見(55.8%)ノ 約2倍 二當 レリ。而

シテ其多 クハ顯著結核例二於 テ登現セ リト。叉

肝臓結核例ハ縮数184例 ニシテ全結核例 ノ22.】

%二 當 リ是亦大人結核屍二比 スレバ小見結核屍

二於 テ比較的多撒 ナリ。而 シテ其多数ハ顯著結

核例 二屡 セリト。 更 二氏ハ副腎23、 膵11、 甲

1伏腺11、 胸腺3、 心臓5、 大動脈6、 謄質2、

背髄1、 皮膚1例 ノ結核 テ見タリト云 フ。前田

氏 二檬 ルニ肝臓結核ハ全結核屍二封 シ9.4%、

脾臓結核ハ14.6%ニ シテ全身粟粒結核二併登

セシモノハ過牛数二及 プト。 爾氏 ハ全結核屍

212例 中膵臓結核2例 、 氣管結核2例 、胸腺 ノ

乾酪竈1例,扁 桃腺結核1例 、舌結核1例 ナリ

シト云 フ。其他淋巴腺結核二關 シ大野氏ハ全結

核屍546膿 中淋巴腺結核30例(5.5%)ラ 認メ其

中14例 ハ他臓器 二全然結核姓病竈 ナシト云 フ。

而 モ大多撒ハ肺門腺 二限 ラレ腸間膜腺 パ テ侵

スモノハ13例 ノEナ リト。 田原氏二嫁 ルニ全

結核例申淋巴腺 二結核 ラ認メ シモノ ・縮激 ハ

76.6%"シ テ小見ハ94.6%ニ シテ肺二次ギテ

多 シト。而 シテ氣管 枝淋 巴腺結核 ハ全結核屍 二

封 シ56.1%伏 人54.6%、 小 見65.2%)、 氣 管

枝分岐部淋巴腺結核 ハ 全結核屍 二封 シ30.9%

(小見41.1%)、 腸 間膜淋 巴腺結核 ハ全結核屍 二

封 シ30.6%(小 見56.7%〉 、爾腹膜後部13。7%、

肝 門部15.3%、 前 縦隔13。1%、 氣 管部11.5%、

頸 部10.5%等 二於 テ認 メ 小見 ハ 大人 二比 シテ

ー般 二淋 巴腺 ノ侵 サル ・コ ト比較的 多 ク シテ殊

二腸間膜淋巴腺 ノ如 キハ小見結核 二於 テハ大人

ノ夫 二比 シテ約2倍 以上 ノ罹患率 テ示 ゼ リ ト。

然 ルニ大人 二於 テ氣管枝淋 巴腺等肺 關係淋 巴腺

二結核竈 テ認 ムルコ ト最 モ 多 キ モノ ナ リ トセ

リ。次 二前 田氏 ノ調査 テ見ルニ全結核 屍申淋 巴

腺結核 テ有 スルモ ノ53.78%(成 人50・78%、 小

見84.21%)ニ シテ 各淋巴腺 二 同時 二 病竈 ヲ登

見 シ得 ル全 身性淋 巴腺結核 トモ言 フベ キモ ノラ

認 メ之 テ除 去 ス レバ最 モ多撒 ナルハ氣管枝淋巴

腺腸 間膜淋 巴腺次 二肺門部淋 巴腺 ニ シテ縦 隔寳

淋 巴腺、頸 部淋 巴腺、後 腹膜淋 巴腺 、噴門部淋

巴腺 舌根部淋 巴腺等 ハ極 メテ少数 ナ リトセ リ。

第二節 結核 ノ臓器分布 卜年齢 トワ關係

結核 ノ臓 器分布 叉 ハ蔓 延 ノ欺 態 ハ各臓器 二於 ケ

ル結 核病攣 ノ程 度 又ハ種類 二於 テ記述 セル如 ク

小見期、 思春期 、成人期 、老齢期 二於 テ相異 テ

示 スモ ノ ・如 シ。而 シテ結核 ノ年齢的観察 ハ學

者 ニ ヨリ種 々ナル偏分法行 ハ レ必 ズ シモー致 セ

ル見解 二達 セズ。則 ホBlummenberg氏 ハ0-

15、16-20s21-60s60歳 以 上 トシ、Schurm-

ann氏 ハ18、30、50、65、80歳 テ歴割 トシ、

Schirp氏 ハ乳見期1。5義 迄、 第1歯 牙 登 生期

1・5-7歳 迄 、 第2歯 牙登 生期8-14歳 迄 、 思

春期15-20歳 迄 、成人期21--45歳 迄 、老年期

46歳 以上 二踵分 シ、Ghon,M.Lange氏 等 ハ

小 見結核 テ14歳 似 下 トシ、 岡氏 ハ14.25、50

歳 ヲ優分 トシ、14歳 以 下 ラ小見結核期、15-25

歳 ノ間 ニハ 急性或 ハ亜急 性結核 症多 ク26歳 以

上 二於 テハ大部分慢性 ノ経過 ヲ示 シ、51歳 以上

テ老齢期 ト認 ム レバ攣 化拉 二統 計上便宜 ナルベ

キテ主張 セラ レタ リ。今大盟 二於 テ臓 器病痩 ノ
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分布黙態テ從來 ノ文獣 ラ基礎 トシテ縮括 スベ

シ。

第一項 小見期

Ghon,Lange,Blummenberg,岡 氏 ノ諸設 二

從 へ14歳 以 下 ラ小 見期 トシ其期 間内 二於 ケル

結核病攣 ノ欺 テ記載 スベ シ。

小見期 二於 ケル結核 二就 キLubarsch氏 ハ3歳

迄 ハ治癒結核 ラ見 ズ、Naegeli氏 ハ重症初生見

結核 ハ100%死 ノ轄蹄 テ トル而 シテ5歳 迄 ハ治

癒 セズ トナ シ、Stirnimanns,Geipel,Hambu-

rger氏 等 ハ 初生見 二於 テ治癒結核 テ見 ズ唯後

者 ハ3-4歳 、102例 中7例 、5-6歳 ノ38例 中

4例 二於 テ治癒結核 テ見 タリ トセ リ。Sehlbach

氏 ハ90例 ノ 結核中1歳 二於 テハ3例 潜伏性 テ

示 シ初生見 二於 テ結核性慶化 テ見バ早晩死 ノ轄

館 ラ トル トセ リ。Beitzke氏 ハ小 見結核 二於 テ

1歳 二於 テハ三分二、1-5歳 二於 テハニ分 ノー

死 亡 シ而 モ其病型 ハ胸部最 モ著明 ナ リ ト云 フ。

Huebschmann氏 ハ規 則的 二胸部拉 二腹部 ノ初

期 慶化群 ノ治癒 セルハ初生見 二於 テハ認 ムルテ

得 ズ5ナ シ、Lange氏 ハ・∫・見肺結核 ハ83・i%

二於 テ死亡 ス トセ リ。尚Lange氏 ハ石灰化 セ

ル肺初期攣 化群 ハ1年 孚 二於 テ初 メテ之 テ認

メ、Ghon氏 ハ初 生見 二於 テ治癒 セル初期攣 化

群 ナ シ ト。 唯1歳 以 内二於 テ治癒 セル初期攣 化

群 ノ報 告 ハGeipe1氏 ガ6ケ 月、8ケ 月拉 二

Ku6氏 ガ11ケ 月 ノ小見3例 二認 メタル ノミ。

小見期 二於 ケル結核 二就 キNaegeli氏 ハ少年

期 ノ進行性或 ハ治癒結核 ハ成人 ノソ レラ縮小 セ

ル如 シ トシ、Beitzke氏 ハ潜伏性結核 ノ頻度 ハ

6-15歳 二 於 テ全 結核屍 ノ88.3%二 於 テ認 メ

而 モ腸間膜 淋巴腺結核 其 中大多籔 テ占 ム。 叉氏

ハ早期 二於 ケル小見 ノ結核感染 ハ重症 ナル経過

ノ結果5-15歳 二 到蓬 セヌデアラウ ト記載 セ

リ。Ghon氏 ハ ←7歳 ノ胸部初期漿 化群 ハ8-

14歳 二於 ケル 治癒結核 ノ源泉 テ ナ ス トセ リ。

Blummenberg氏 ハ小見期早期 二於 ケル結核 ハ

慨 シテ進行性 ニ シテ死 ノ韓蹄 テ トリ後期 二於 ケ

ル結核 ハ早期 二於 ケル治癒結核 二基 カザル テ特

徴 トナスコトラ車張セリ。

人類二於ケル先天性結核 二關スル報告ハ殆 ドナ

シ。則チ結核 ノ初期慶化ハRanke氏 ノ所謂初

期攣化群 トシテ小見賜特二2-8歳 ノ間二惹起

スルモ ノ・如 シ。之第一期 ナリ。次 二原登竈 ノ

蔓延 二依 リ血行性撒布結核 テナス。之第二期過

敏期或ハ病期蔓延期ナルコ ト前述 ノ如 シ。乳見

結核病型ハ稻葉氏二嫁ルニ

1.第 一期結核 肺臓淋巴腺期

2.第 二期結核

イ〉 急性及慢性乾酪性肺炎

ロ)粟 粒及播種結核

ハ〉 核周園性就中基結核性浸潤

二)慢 性汎嚢性淋巴腺結核

ホ)結 核性拶膜炎

Simonu.Redeker氏 等ハ第二期 二於 ケル小見

結核テ分類 シ

1

2

3

4.

淋巴腺結核:腫 瘍状蛇二非腫瘍獣氣管枝

淋巴腺結核

炎症形肺結核:第 二期浸潤、肋膜炎、肺

門部結核、乾酪性肺炎、乾酪結節性第二

次肺結核

播種型結核:肺 内轄移、播種性肺結核、

急性粟粒結核(磯膜炎1

肺外結核:骨 及關節結核、皮膚結核、腹

部結核(腹膜炎)、末梢性淋巴腺結核

爾肺二於ケル結核病型 ノ圭ナルモノラ暴グルニ

(Simonu.Redeker氏 等)

原綾群、原褒病竈肺疹

第二期浸潤

血行播種性肺結核 粟粒結核 ・肺内肺門結核

急核及慢性乾酪性肺炎

早期浸潤

ApikokaudaleLungentuberkulose(成 人型

肺結核)

Aschoff氏 ハ人類 ノ結核感染 ハ小見期 ノ90%

二於 テ認 メ、Ranke氏 ノ所謂初期慶化群 ラ形

成 ストナセリ。小見期 二於 ケル第一期、第二期

二於 ケル諸攣化 ノ褒現頻度拉二特異ナル黙 ラ器
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グル ニ次 ノ如 シ。

初期墾 化群 。 肺 二 於 ケ ル 初期攣 化群 二 關 シ

Ghon氏 ハ184例 中88%(Wien)及606例 中

33・56%(Prag>、 岡 氏 ハ175例 中112例 則 チ88

%、 沓 掛 氏 ハ411例 中 ノ122例29.68%ラ 見 ル

ト云 フ。其 駿現 ノ時季 ハGhonu.Roman氏

等 ハ生後5ケ 月、Ghonu.Potoschnig氏 等 ハ

35日bZarfl氏 二振 ルニ4週 後 ノ小卑 、Blum-

menberg氏 ハ3ケ 月 ノ小見 二於 テ該 病攣 ラ認

メ、極 メテ幼弱 ナル者 二於 テモ感染 シ得 ルコ ト

テ知 ル。 一般 二 肺原登竈 ハ1個 ナル コ ト多 ク

Blummenberg氏 ハ91.4%二 於 テ其 然 ルテ認

メ其他 ノ文獄 殊 二成人 ノ解屍 二於 ケル成績 二於

テモ1個 ナル コ トラ報 告 シ、或 ハ2個 以上 ノ17

個 ノ例 テ報告 スル テ以 テ小見期 二於 テハ初期 二

於 テ1個 以上 ノ原登 竈 二於 テ感染 シ得 ルモ ノ ・

如 シ。而 シテ其部位 二關 シM.Lange氏 ハ右

側 二53.5%、Ghon氏 ハ56。6%、Blummen-

berg氏 ハ69.7%ニ シテ何 レモ肺尖 二少 ク唯後

者 ハ254例 中肺尖 二於 テ24.3%認 メ タル外各

葉別 ニハ右上葉36.2%、 左 上葉24・8%、 右 下

葉19.7%、 左 下葉15.7%、 中 蘂12、6%ノ 比 卒

ナ リト云 フ。Ghon&Romann氏 等 ハ肺門或

ハ其 附近 二初感染 ア リトシ同檬 ノ襯察 テBeit-

zke,Huebschmann,Rietsehel&Frischmann

氏 等 ハ主張 シ、Puhl氏 ハ之 二反 シ下葉 二多 シ

トセ リ。其後Ghon&Romann氏 等 ハ右上葉

二多 シ トセ リ。Huebschmann氏 ハ上葉 二於 テ

ハ56%、 下 葉 二於 テハ43.5%、 申葉 二於 テハ

6。5%、 又Schwarz氏 ハ3ケ 月 ヨリ6歳 ノ14

例 二於 テ肺尖 ノモ ノナ シ。而 モ右側8例 右下葉

二多 シトセ リ。 岡氏 ハ此部位的關係 二就 テ肋膜

附近 二多 ク(85%)各 肺 葉 ヘ ノ配布=ハ 大 ナル差

ナク肺葉 内 二於 テハ中下部 二著 シク多 ク上部 ニ

ハ少 ク肺尖部 ニハ極 メテ稀有 ナ リトセリ。原登

竈 ノ空洞性攣化 ハ34.7-42・8%二 於 テ 認 メタ

リトBlummenberg氏 ハ記載 シ就中補乳見 二

於 テハ三分 ノー乃至二分 ノー、1歳 ハ45.5%ラ

示 スLセ リ。斯 クノ如 キ結核性病竈 ノ軟化機轄

二關 シHolt氏 ハ2歳 前 二其 二分 ノー 二之 テ見

出 シ、Sehlbach氏 ハ5ケ 月 二於 テ40%、Stri-

ckerl気 ハ23-27.7%ラ1歳 二於 テ、Ghon氏

バ28%、MLange氏 ハ170例 中24例(14.3

%)二 於 テ認 メ、梢 丸少 キ方 トシテハWhite&

Carpenter氏 等 ハ2歳 以下 二於 テ16%、Hoh-

lfeld氏 ハ1歳 マデニ9.1%、 之 二反 シCornet

&Quirin氏 等 ハ1歳 迄 二殆 ド見出 サ レズ ト記

載 セ リ。

腸 二於 ケル初期攣 化群 ノ頻度 二關 シBlumme-

nberg氏 二稼 ルニ14歳 迄 ノ小 見結 核屍163例

二於 テ28例 則 チ37・3%二 於 テ認 メ、7ケ 月 ノ

女見1例 、2歳 二於 テ・15例 中6同 、3歳 二於

テハ31例 中12同 初 期 二於 ケル腸及腸 間膜淋巴

腺結核 テ認!、4歳 二於 テ5例 、5歳 二於 テ4

例 中1例 、6--10歳 二於 テハ4例 中3例 二 於 テ

認 メタ リ ト云 フ。爾原登性腸潰瘍 ヲ形 成 セズシ

テ腸 間膜淋 巴腺結核 ノミテ認 ムル揚 合 ノ多 キゴ

ト又著 明 ナル事實 ニ シテ就 中M.Lange氏 ニ

ヨルニ確 カナル腸 間膜淋 巴腺結核 ノll6%二 於

テ腸潰瘍 ラ謹 明 セズ ト構 スルガ如 シ。小見期結

核 トシテ特 二成人期 ト匪別 スベ キハ肺 二於 ケ～レ

結核性攣 化殊sRanke氏 ノ所 謂初 期攣化群 ナ

ル コ ト言 フマ デモ ナ シ。 而 シテ肺 二於 ケル結核

性攣 化二關 シSimon-Redeker氏 等 ノ分類 ハ前

記 ノ如 シ。

1.Redeker氏 二嫁 レバ 浸潤 ハ 原 登群 ノ周園

二現 ハ ル ・初期浸潤及 卦 シテ罹 患 セノレ氣管枝

淋 巴腺 ノ周園 」 現 ハル ・第 二期 浸潤 トテ縮樗

ス。Redeker氏 ハ肺 門周 園第 二期 浸潤 ト構 シ

稀 ニー肺葉 ノ大部或 ハ全部 或 ハ他肺葉 ニモ及 ブ

廣汎 ナル浸潤 ノ現 ハル ・コ トア リ。之 テ肺浸潤

或ハ基結核性浸潤(EpituberkuloseInfiltrate)ト

構 ス。 カ ・ル大 ナル浸潤 ハ6--7歳 迄 二見 ラレ

特 二2-4歳 二多 シ ト(Kleinschmidt)。

2.肺 門 附近 ノ結 核 ラ肺 内肺門結核Intrapul・ ・

monaleHilustuberkuloseFシ テ小見 二屡1

認 メIWeig♀rt..Rach氏 等)叉 ハ 稀(Simon

Redeker氏 等)或 ハ 幼見 ニ ノミ 見 ルcKlein



第4號 】 卒塚舘結核 ノ臓器分布二關ス,シ綜説 261

Sehmidt氏)或 ハ稀 ナルモ年 長見 ニモ見 ル ト云

フ(SimonRedeker)。

歌 乾酪 性肺 炎 肺葉性及小葉性肺炎 テ見 ルモ

就 中重要 ナ ル ハ 慢性乾酪性小葉性肺炎 ニ シテ

Finkelsteirh氏 ハ肺 慢性乾酪症 ト構 シHeingr・

ass氏 ハ學齢期見 童二於 テ乾酪性攣化 軋共 二著

明ナル結締織組織槍殖 テ呈 スル長期 二亙 ル病型

テ記載 シカ ・ル病型 ハ第二期(Ranke}二 届 スル

ト共 二第三期 ノ色彩 テ帯 プ ト云 フ。KleinSch-

midt氏 ハ幼乳 見時 トシテ6--8歳 迄 二於 テハ

原襲病竈 ヨリ起 ル亜急性乃至慢 性乾酪性小葉性

肺 炎二就 テ記載 シ、Feer氏 ハ慢性乾酪性肺炎

トシテ3歳 迄 ノ幼乳見 二原嚢病竈 ヨリ起 ル病型

ラ記載 ス。SimonRedeker氏 等 ハ慢性乾酪性

肺結核(圭 トシテ肺 ノ中部 下部 二限局 ス)、 或 ハ

乾酪性 第二期結核 ノ病名 ノ下 二第二期(Ranke)

二属 シ経 過撒個月 ヨリ極 メテ長期 二亙 ル病 型 テ

記載 ス。

4.小 見 二於 クル成人 型肺結核 二關 シ6--17ec

ノ開 放性結核445例 中399例 ノ7.75%ガ 肺 ノ

中部下部 二限局 セル所謂 第二期結核 ニシテ其大

多籔(92・25%)ハ 成 人 二見 ル如 キApikokaudale

Formナ リ シ ト。 カ ・ル後期結核 出現 ノ年齢

ハPeyrer,Kleinschmidt氏 等 ・・10歳 前後
、

Hamburger氏 ・・12歳 以 後 トセルモ 病理解剖

的 ニハSimon氏 二嫁 レバ硬攣型(Zirrhotische

Form)少 ク即 チ第3度(TurbanGerhardt)ノ 重

症型 二於 テハ 滲 出性型72・6%、 檜殖 性型23.8

%・ 硬 墜性型3・6%、 第2度(TurbanGerhardt)

二於 テハ滲出性型2% 、 檜殖 性型80%、 硬 鍵性

型0ト ナル ト云 フ。Weise氏 ハ年長見肺結核 二

於 テハ成人 ト異 リ純硬攣性型或 ハ檜殖硬攣性型

ガ比較的稀 ニ シテ多撒 ハ滲出性質 テ有 スル混合

型 ナ リト云 フ。 力 可ル小見 ノ成 人型肺結核 ノ成

因二關 シ早期浸潤(Simon・Redeker,Wiese)血

行 播種性病竈勉 ご稀 二肺 炎二於 テ存 スル血行 轄

移病竈或 ハ浸潤 後 ノ硬攣部 ヨ リズ ト云 フ。 而 シ

テSimon氏 ハ6--16歳 ノ開放性肺結核100例

中77例 二於 テ早期浸潤 テ認 メ10歳 前 二稀 ニ シ

テ思春期近 クヨ リ思春期 ニカケテ急劇 二檜 加 シ

且不良 ノ縄過 ヲ トル コト多 シ ト。 出現 ノ部位 ハ

主 トシテ鎖骨 下 ナルモ中部 下部 二現 ハル ・揚合

成人 二比 シテ多 シト(Wiese)。

腸 結核 小見期 二於 テハ原登 性 ノモ ノ多 キハ大

野、田原其他 ノ人 々 ノ調査 二檬 ル モ明 カナ リ。

漿膜結核 田原氏 二縁 レバ小見 ノ罹患卒 ハ倍藪

以上全結核屍 二 封 シ65・3%テ 示 ス。 就 申騰膜

二到 リテハ大人6・7%ナ ル ニ 反 シ小見 ハ36・2

%、 即 チ小見 ハ大人 ノ5倍 以上 ノ罹患率 テ示 セ

リ。前田氏 二嫁 ルモ漿膜結度 ハ成 入26.42%ナ

ル ニ小見 ハ46・84%テ 占 メ小見 ハ成人 ヨリ2倍

以上罹患 シ易 シ トセ リ。

急性粟粒結核症HartwiSch氏 二縁 ルニ2-6

歳 二於 テ最 モ高卒 ナ リト云 フ。大野氏 ハ或人 ガ

10・6%ナ ル ニ 小見 ハ23・9%ノ 多 敷 テ示 ス ト云

フ。亦山 口氏 ハ青春期以前 ノ小見期 二於 テ臨林

的 二結核性腹膜炎乃至拶膜 炎 テ惹起 スル場合 ノ

過牛撒例 ハ淋巴腺結核 二纏登 スル粟粒結核 ノ部

分現象 ナ リト云 フ。

臓器結核 小見期 三於 テ腎臓結核 ノ特 二多 キガ

如 キ記載 ナキモ田漂氏 ハ泌尿 器結 核 トシテ大人

ヨリ小見 ハ其維封撒 二於 テ多 シ トセ リ。骨關節

結核 ノ小見 二於 テ比 較的多 キ コ トハ大 野氏 ノ記

載 ニモ見 ラ レ、Drachmann,Lorenz,Mohr,

Wullstein,BiUroth氏 等 ハ骨結核殊 二結核姓

脊椎炎 ノ1--5ec二 於 テ他 ノ年齢 二比 シテ頻度

高 キコ トテ示 セ リ。拶 二於 ケル孤在若 シクハ多

登牲結核乃至集成結核 二就 キBlummenherg氏

ハ7個 月 ヨリ10歳 二於 テ小見結核屍 二封 シ4 .6

%二 於 テ 獲見 ス。就 中3-4歳 最 モ著 明(14%)

ナ リキ ト。又Hartwisch氏 ハ2-15tt=於 テ

84例 ノ粟粒結核屍中15例 二於 テ磯 ノ集成結核

ラ認 メ15歳 後 二比 シテ頻度 高 カ リシ ト
。

淋巴腺結核 田原 氏 三嫁 ルニ 小見 ノ94L6%テ

占 メ氣管枝淋 巴腺65。2%、 氣 管枝分 岐部 淋巴腺

41・1%・ 腸 間膜淋 巴腺結核56 .7%ニ シテ ノ∫、見

ハ大人 二比 シテー般 二淋 巴腺 ノ侵 サル ・コ ト比

較的多 ギ 卦 ニ シテ殊 二腸間膜淋 巴腺 ノ如 キハ
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小見 二於 テハ大 人 ノ夫 二比 シテ約2倍 以上 ノ罹

患李 テ示 セ リ。然 ルニ成人 二於 テハ氣管枝淋 巴

腺 結核等肺關係淋 巴腺結核多 シ トセリ。 前田氏

亦 小見 二於 テ著明 ナル コ トテ述 ベタ リ。以上諸

家 ノ調査 ラ綜合 スルニ肺 二於 テハ4遇 腸 二於

テハ7個 月二於 テ既二初期感染 ラ認 メ原褒竈 ノ

蔓延 晶 ヨ リ個盟 テ什 シー部 治癒 セルモ ノニア リ

テハ血行性播種 ラナ シ臓器結核若 シクハ全 身粟

粒結核 トシテ漿膜 系統 テ侵 スコ ト最 モ多 キテ特

徴 トス趣モ ノ ・如 シ。

第二項 思春期

Blummenberg,Schirp氏 等 ハ15--20歳 テ

Reifungsalterト シ、As¢hoff氏 ハPuber悟t-

phthiseト シテ此期 ラ観察 シ。Puhl氏 ハ思i春

期 ノ後期 二於 ケル肺 ノ結核性憂化 ガ汎登期 二於

ケル所謂臓器結核 ニー致 セザル鮎 ヨリ外 來的再

感染 テ主張 シ今 日病 理解二剖的 二再感染期 トシテ

認 メ ラル ・根 底 テナセ リ。特 二此期間 ノ結核病

攣Dテ 論 ぜ ラレタル文獣(Blummenberg,W.

H.Stefko氏 等)ナ キニ非 ザル モ 成人期結核 ト

シテノ記載 二包含 セ ラル ・テ以 テ省略 ス。

第三項 中年期

既 二各臓器 二於 テ成人期結 核 トシテ諸家 ガ記載

セル所見 テ包含 スル所 ナルラ以 テ省略 スル モ所

謂慢性肺務 トシテ檜殖性乃至硬化性 ノ韓蹄 テ ト

ルモ ノ多 キラ特徴 トスルガ如 シ。

第 四項 老齢期

一般 二老人 ノ剖検 二際 シ其艦 内二結核竈 ノ登 見

セ ラル ・事 ハ甚 ダ多 キモ ノニ シテNaegeli氏

ハ97%、Kalfieisch氏 ハ82。7%sBeitzke氏

ハ58.2%二 於 テ 之 ラ 認 メタ リ ト云 フ。但 シ其

所見 ハ結核 ラ死因 トセル揚合 ハ遙 カニ少数 ナル

モ ノ ・如 ジ。結核病攣高度 ニ シテ死 因 テナセ リ

ト認 ムベ キモ ノ及進行性 ノ結核病攣 ハ60歳 以

上 ノ老人 二於 テハ年齢 ト共 二減少 シ停止性又ハ

治癒性結核 ノ増 加 スル ニ到 ル事 ハLubarsch,

李 野、徐、田原 氏等 ノ報告 二徴 スルモ明 カナ リ。

肺 結核 老 人肺結核 トハ老年期 二於 テ褒現 セル

肺結核 ナ リ(Staehalin氏)ト スルモ ノア レ ドモ

又老人 二見 ラル ・肺結核 ハ其登病 ノ時期 テ問ハ

ズ線 テ老人肺結核 ト樗 スペ シトナ ス學 者多 シ。

老入肺結核病竈 ハ結締織化 ノ傾 向強 ク從 テ老人

ノ肺結核 二際 シテハ硬化性病憂 ラ見 ルコ ト多 シ

トセラ レタ リシガ實際 ニハ新鮮 ニ シテ進行傾 向

テ有 スル滲 出性1叉ハ乾酪性病竈及 ピ室 洞 ヲ見ル

コ ト稀 ナ ラズ シテ殊 二 新藷 雨種病竈 ノ併 存多

キハ 老人肺結核 ノ特徴 ナルガ如 シ ト(Pagel&

Henke,Ulrici氏 等)。 老人 二於 テモ初感原登

病竈 テ認 メBlummenberg氏 二糠 レバ多登性

ニ シテ隣接淋 巴腺 ノ關與 ハ僅 少 ニ シテ通例 石灰

化又 ハ化 骨化 シ陳菖 ナ リ トシ、Huebschmann

氏 ハ從來 ノ報 告中老 入二新鮮 ナル初感染竈 ラ見

タ リ トスルモ ノアル モ何 レモ新 シキモ ノニ非 ズ

ト構 シKalbfleischハ60歳 以 上 ノ剖検 中61例

ノ初感染竈 申新鮮 ト認 ムベ キハ僅 カニ1例 二過

ギザ リシ ト云 フ。其 他老 人肺結核 ノ肺 内分 布ハ

Blummenberg氏 二糠 ルニ氣管枝 性 ニ シテ浸潤

性進行 ニ シテ再感染竈 ハ多褒 性 ニ シテ中葉 二多

シ ト云 フ。

腸結核 老齢期 二於 テ敢 テ稀 ナルモ ノニ非 ズ シ

テ廻 盲部 ラ侵 シ殊 二大腸 二多 キ コ トハBlumm-

en『berg氏 ノ記載 アリ。 腸結核 ノ穿孔 ハ肚年者

ニハ稀 ナ レ ドモ高年者 二於 テハ比較的多 シト。

(Kalbfleisch氏)

漿 膜結核 老齢期 二於 テ意外 二多 ク淋 巴道拉 二

血行 性 ニ ヨリテ 韓移 スル如 シ ト。(Blummen・

berg,Kalbfleisch氏 等)加 之70歳 以 上 二於 テハ

却 テ罹患 ノ傾 向壇加 ス ト樗 セラル。(Schlesinger

氏)急 性粟粒結核症臓器結核等 ノ血行 性撒布型

ノ結核 ハ小見及肚年 二多 キモ年 齢 ノ壇加 ト共 二

漸次減少 スルモ ノ ・如 キモ實 際ハ臨躰所 見輕微

ナル タメ看過 セラル ・モノニ シテ剖検上 二於 テ

ハ血行撒布 ニ ヨル結核性痩 化 ハ老年期 二到 リ再

ピ増加 ノ傾向 テ 示 スモ ノ ・如 シ。(Braun氏)'

臓 器 結核 トシテ特 記 スベキモ ノナキモ男子 二於

テ揺護腺結核 ノ屡 ≧認 メラル ・記 録 テ 有 ス。

(Gayet氏)
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第七章 結核屍ノ分類昌就ラ

結 核症二於 テハ其病攣 ガ同一臓 器二多襲 シ又ハ

諸種 ノ臓器二同時二現ハ レ居ルコト多 ク且夫等

病竈 ノ形状及大小等ハ千差萬別ニシテ其最小 ナ

ルモノハ顯微鏡的検索ニョリテ始 メテ登見セラ

レ得ルガ如 キモノ少ナカラズ。而モ軍 二其病竈

ノ入小 ニヨリテ其獲生 ノ薪菖前後 テ決定 シ難 ク

從 テ各例二於テ原褒病竈ヲ確定 スルノ必ズシモ

容易ナラザルハ周知 ノ事實 ニシテ圭要結核病竈

ノ占居部位ニヨリテ結核屍 テ分類 シ観察スルハ

極 メテ緊要ナル事柄 タルベシ。文献二徴 スルニ

,六野氏ハ結核屍 ラ進行性結核蛇二陳菖性結核二

分類 シ殊 二後者ハ普通石板色硬化強靭ナル結締

・織被膜 ラ有 シ且退行性攣化二陥 レル病竈或ハ甚

シキハ石灰化セルモノ等 テ撒 ヒ前者ハ之二反 ス

ル所見テ有 スルモノテ以テ分類 ノ基準 トセリ。

Naegeli,Burkhard,Lubarsch,Beitzke氏 等

亦 同檬iノ分類 テ以 テ観察 ノ基準 トナセリ。・BIU。

mmenberg氏 ハ小見期成育期中年期拉 二老齢

期二結核屍テ分類 シ更二初期攣化群 テ中心 トシ

テ観察セリ。次 二東北帝大二於ケル内山氏、熊

本書大二於 ケル前田氏、京都帝大 二於 ケル田原

ゴ氏、本學 二於 ケル櫻木氏等ハ各々検索 セル材料

二於テ異 リタル分類テ試 ～ラレタリ。則 チ

内 山氏二糠ルニ

第1.重 症結核

,A.重 症肺結核 乾酪性肺炎室洞 テ形成セル或

ハ シツ・アル浸蝕性結核廣汎二雨肺乃至一側肺

全部二至ル乾酪姓結核性氣管枝及氣管枝周園炎

活働性肋膜炎テ併登 シテ肺臓機輔 ノ大部分 ガ阻

縄 サル ・二到 リタル結核性攣化、肺二中等度以

上 ノ結核アリテ且績壷性二汎登生雑 結核 テ起

シタルモノ等 テ之二算入ス。

B.他 臓器 デ主 トスル重症結核 直接 ノ死因 ト

ナ リ得ル程度 ノ腸及腹膜結核、軟畷膜炎、結核

性謄膿瘍。泌尿生殖器結核、骨及關節結核、肺

結 核甚グ微弱 ニシテ他臓器ニヨリ高度 ノ進行性

・結核 ヨリ績嚢的 二全身粟粒結核 ラ招來 シタルモ

ノ等ラ算入シAトBト ノ重複 テサケタ リ。

C.以 上ノ申肺及他 ノ臓器ハ共 二重症 ノ漿化ア

リタルモノラ複合型 トシテ集メタルモ之 ハ前二

者 ト重複 スルモノナリ。

第2。 中等度結核 直接 ノ原因 トナラザル程度

ノモノニシテ且後 二述 プル治癒性潜在性結核 ニ

モ非ザル者則 チ剖検 ノ副所見 トシテ見ラル ・モ

ノナリ。即チ進行性ナレドモソレ程廣汎急劇ナ

ラザルモノ稽 ≧廣汎ナ レドモ之二治癒 二傾キ陳

菖ナル乾酪竈 トナリ或 ハ厚 キ結締織 二包被 セラ

ルル等 ノモノナ リ。爾屡k老 年期 ノAdison氏

病 二見ラル ・如 ク腹部淋巴腺二稽 ≧廣汎ナル結

核 アリ。副腎モ亦殆 ド全部乾酪化 スルモ何 レモ

進行甚ダ緩慢 ニシテ且織維化生傾向ニテ已ニー

部二石灰化 ラ來 セル如キモノ或 ハ頸部若 シクハ

腹部淋巴腺 ノミニ限局 セル 淋巴腺結核等 ラ算

入 ス。

第3.治 癒性或 ハ漕在性結核 最モ輕微ナル結

核姓攣化ニシテ臨林的ニハ全 ク度外親サル ・程

度 ニテ例ヘバ僅々一ニ ノ肺門部乃至氣管分岐部

淋巴腺内二限局スル結核竈或ハ肺炎乃至肋膜面

二或ハ繊維化 シ或ハ石灰化セル孤在結核叉ハ乾

酪化 スルモ厚 キ被膜二包園サル ・小結核竈又ハ

肝臓乃至腹部臓器内二孤在スル小結核竈等 テ算

入 ス。但 シー面斯 クノ如キ陳藷病竈 ヨリ同時二

第2、 第1二 屡 スベキ進行性結核 アル際 ト其輕

微 ナル攣化テ捨テ重篤ナル攣化ラ トリテ分類 二

入ル重複テサケタリト.

前田氏二嫁 ルニ

1.進 行姓結核

工 重症結核

1.重 症肺結核

2.他 臓器重症結核

3・ 肺及他臓器共 二重症及全身粟粒結核

践 中等度結核

2.陳 蕗潜在性結核

則 チ病竈 ノ石灰化 セルモ ノ或ハ結締織 ノ檜殖二
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ヨリテ癩痕化セルモノ乾酪化セルモ周園 ヲ結締

織ニテ包被 セラレ或ハ周園 二何等 ノ影響 ラ及ボ

サ ・"ルモ ノ或ハ孤立 セル撒個 ノ小結節等ハ此 ラ

陳蕗漕在性結核 二入 レ他 ノ破壊作用 ラ呈 シツ・

アル結核性攣化ハ進行性結核 二分類 ス。而 シテ

重症結核 ガソレ自身ガ直接 ノ死因 ト,ナリシモ ノ

ニシテ其申3.ハ 肺及他臓羅ニソレゾレ重篤ナ

ル攣化 アリテ何 レテ死因 トモ定 メ難 キモノナ

リ。街全身粟粒結核ハ汎登性二粟粒結核 ノ撒布

セラレタルモノ・ミテ トリ1.2個 所 ノ臓器二

限局 セルモノハ輩二其臓器 ノ墜化 トシテ取 リ扱

フ。更二結核病慶ハ相當進行姓ナルモ直接死因

ハ他 ノ疾患ニヨルモノラ中等度結核 トシテ包括

ス。即チ重症結核 ト陳善潜在性結核 ノ中間型二

相當スルモノナリト。

田原氏ハ次 ノ三種 ノ分類 ラナセリ。則 チ

1.顯 著結核病慶例(結 核性病墜 ガ顯著 ニシ

テ其致死 ノ主因ガ結核ナリシ揚合>

2.輕 症例(結核病攣ハ稽 ≧著明ナ リシモ其

直接 ノ死因ガ結核ナラザリシ場合)

3.陳 菖結核例(結核性病攣ハ 存廠 スルモ進

行姓 ナラズシテ最早陳菖性態度ナル揚合♪

但 シ第1群=於 テハ如何ナル臓器 二顯著結核病

攣 ガ占居セシヤニヨリテ肺顯著、肺及腸顯著、

肺及漿膜顯著、肺及泌尿生殖器顯著、肺及生殖

器顯著、 腸顯著、 漿膜顯著、(肋膜腹膜心包及

畷膜)、 泌尿器顯著、 生殖器顯著、 骨顯著、淋

巴腺顯著、全身粟粒結核、膵顯著、喉頭顯著、

購質顯著等二分類 シ更 二輕症例ハ合併症 トシテ

肋膜 ノ緻維性癒著 ノ有無又之アレバ其種類二慮

ジテ各之テ1.肺1側 ニノミ結核竈 アリ且同側

ニ パ 肋膜癒著 アルモノ2。 雨肺二結核竈 アリ

且爾側肋膜二癒著 アル場合3.雨 肺 二結核 アリ

テ1側 ノミニ肋膜癒著 アル場合4.肺 ノ1側 二

結核 アリテ爾側肋膜二癒著 アル場合 翫 雨肺二

結核ナクシテ肋膜二癒著 アル場合6。 肺 ノ1側

ノミニ結核竈 アリテ其反封側二肋膜癒著アル場

合7.肺 ノ1側 ノミニ結核 アリテ爾側肋膜 二癒

著 アル場合8.爾 肺二結核 アリテ爾側肋膜 二癒"

著ナキ場合9.爾 肺二結核ナク雨側肋膜 ニモ亦

癒著ナキ場合二分類 シ陳蕪性結核モ同檬 ノ方針

ニテ匠別 セリト云 フ。

櫻木氏 ガ結核屍二於 ケル脾臓 ノ調査 二於 テ結核

病屍 二於 ケル結核性憂化 ノ畿現分布黙態 ハ18

歳以上二於 テ結核性攣化ガ死因 トナリシ揚合約

牛i数ハ其全部諸部 ノ主要臓器二結核性漿化ガ蔓

延 ス。而 シテ其大艘 ノ登現分布状態 ハ

1

2

3

4
4

全身性結核

肺腸結核

肺結核(肋膜、淋巴腺、腸以外、内臓結核ン

腸結核(腹膜、淋巴腺結核)

年齢17歳 以下 ノ結核病見 ニテハ 結核性痩化 ノ

登現分布 ノ状態ハソレ以上 ノ場合 ヨリモー般二

廣汎ニシテ全身性結核 ト認 メヲル ・場合ガ甚 ダ

多藪ナ リトセリ。其他Schuberth&Karl氏 ガ

DerFormenkreisderTuberkuloseト シテ結

核 ノ分布歌態 テ分類 セル記載 アルモ梢 七臨躰晦

二亙 リタルテ以 テ省略 ス。尚Stemberg氏 ノ

記載 テ見ルニ結核 ハ個 々ノ臓器二於 勇ノミナラ

ズー ツノ臓器群若 シクハ組織群二於テ局在 スル

傾 向ラ有 シ而モソバ臓器 ノ叢生學的源基 ニー致

ス。則 チ肺喉頭腸(内 胚葉)、腺骨漿液膜(聞層)㍗

皮膚及眼(外 胚葉)、 泌尿生殖器(申 躰葉)等 テ琿

別 シ得ベク小見期 二於 テハ結核 ノ素因 ハ最 モ強

ク間質 ノ形成 ラ認 ムベク思春期 二於テハ内杯葉

ノ形成 ラ認 メ得ベ シトセシモ病理解剖的二入襲

結核屍 ノ病慶分布 ト逐齢的關係 ガ臓器 ノ獲生學

的所説 トー致 スルハ興味アル事實ナ リトス。

第八章 総 括

1.人 類 結核 ノ病理 ハ1916年Ranke氏 ガ結

核 ノ病期的分類 テ褒表 セ シ以來TurbanGer・

hardt氏 ノ肺瘍 三期分類法 二革新 ラ加へ、更 二

Nico1,Aschoff氏 等 二縁 リ肺結核 ノ病理解剖

的分類登表 セラレ、本邦二於 テハ緒方教授 二擦

リ肺結核 ノ病期的分類褒表 セラレ初感染拉 二再

も
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感 染 ノ意議明瞭 トナリ結核 ノ入膿内病攣推移 ノ
ゴ

歌 大 二 聞 明 トセ ラ ル ・二到 レ リ。

2.結 核 屍 ノ統 計 的 観 察 二 關 ス ル 文 獣 ハNae-

9eli,Lu「barsch,Ranke,Beitzke,Koopmann,

Burkhard,Blummenberg氏 等 ノ著 テ始 メ ト
ほ ゆ

シ、本邦 二於 テハ大野、 内山、萩 谷,田 原 、山

ロ、前 田氏等 ノ調査 アルモ結 核屍 ノ頻度拉 二逐

齢 的關係又 ハ臓器個 々 ノ総括的罹 患頻 度等 ハ屍

盟 ノ出所調査 ノ粗密結核屍 ノ條件 二縁 リ多少 ノ

異動 テ來 スモ ノナルベ ク必 ズ シモー致 セル見解

二到達 セザルモ ノ ・如 シ。

3。 結 核屍 ノ分類 ハNaegeli,Lubarsch,大 野
も

氏等二稼ル進行性結核陳薔性結核等 ノ性状的關

係。内山、前田氏等二縁ル重症、中等症、輕症等
1

ノ病攣程度 ノ關係、田原、櫻木氏等二稼ル臓器

病憂 ノ占嫁部位的關係 ヨリノ調査、Blummen-

berg氏 二嫁 ル初期攣化群 ノ病攣程度 二縁ル分

類拉二之ガ逐齢的調査等 ラ主ナルモ ノトナ シ、

Schubert,Karl氏 等 ノ分類 ハ梢ほ 臨躰的 二遍

スル震已載ナ リ。

4.結 核屍 ノ臓器病攣分布 ノ観察二當 リテハ逐

齢的關係拉二結核 ノ性歌程度又ハ占稼部位的關

係 ノ調査 ヲ緊要ナル要約 トナスモノ・如 シ。

本稿テ終ルニ臨 ミ恩師木村教授 ノ櫛指導虹二御

校閲 ノ勢 ラ深謝 シ併 セテ文獣渉猟二當 リ御便宜

ラ賜ハリシ東京帝國大學病理學教室三田村教授

拉 二東京市療養所田澤所長殿 二封 シ深甚 ナル感

謝 ノ意 テ表ス。

圭要引用文獄

 1) Albrecht, E.,  Uber d.  Tbc der Kindesalters. 
 W.  Kl. W. 1909. Nr. 10. 2) Aschoff,  Vortrage. 

 ,der  pathologie. 3) Beitzke,  Uber die  Reinf-

 ektion bei d.  Tbc. Beitr. z.  kl. d. Tbc. Bd. 56.  
. 4) Burkhard,  Uber  Haufigkeit & Ursache me-

 nschlichen Tuberkulose auf Grund von  ca 1400 
 Sektionen. Ztschr. f. Hyg. & Infektions krank-

 heit. Bd. 53. 1906. 5) Beitzke,  Uber die  Hau-
 figkeit der Tuberkulose am Leichen Material

des Berlin.  Path. Inst.  Berl.  Klin. W. 1909. 6) 
 BIummenberg, Die Tuberkulose der  Menschen 

    verschied. Lebensalter auf Grund  Anatomi-
 scher Untersuchung.  Beibrage z.  klin. der  Tuber-

 kulose. Bd. 62-63. 1925. 7) Bacsmeister, A., 
 Die  Nomenklatur & Einteilung d. Lungen tbc. 
 vom Standpunkt des Praktikens. Deutsch. med. 

 Wochenschr. 1918. Nr. 13. 8) Baumgarten, P., 
infektionswege d. Menschlichen The. Virchows

 Archive. Bd. 254. 9) Borschke, Pathogaenese 
 der Peritonitis  tuberkulosa. Virchows Archive. 

 Bd. 127. 10) Ghon, A., Der Prim.  Lungenh-
erd bei d.  Tbc. d. kindes,  Berli.  Kl. W. 1912. 
11) Ders,  über Sitz,  GrOtie u. Form d.  primare 

 Lungenherdes bei d. Sauglings u. Kindes  Tbe. 
 Virchows Archive. Bd. 254. 1925. 12) Geispel, 

 Uber Sauglings tuberkulose. Ztschr. f. Hyg. & 
 Infektions Krankheit. Bd. 53. 1906. 13)  Graff, 

 Uber die Bedeutung der Einteilung der  Lungen-

 pbthise nach Path. anat. Gesicht  Punkte.  Zeit-
 schr. f.  Tbc.  Bd. 34. 1921. 14) Hamburger u. 

 Ihtayerhofer, Grunbuhel,  Ober die  Haufigeit d.

Tuberkulose. Beitr. z.  kl. der Tuberkulose. Bd. 
63. 1926. 15) Heinlich Voss, Zur Pathologie 
der Peritonitis  tbc. Beitr. z.  kl. der  Tbc. Bd. 23. 
16) Hartwich, Statistische Mitteiiungen  'Aber 

 Miiiiären Tuberkulose. Virchows Archive. Bd. 
237. 17)  Ku13,  G., Der Theredile parasitair-
ede  la tbc. pulmonaire, The'se Paris, 1898. 18) 
Kebben, A., Beitr. z. Histologie d. Tbc. Primar 
herdes d. Lunge, Virchows Archive.  Bd  224-
240. 1922. 19) Kurt Schirp, Statistische Mit-
teilungen  Uber Phthisiche Erkrankungen bei 
verschieden Genauen Sektions Methoden. Beitr. 
z.  kl. d. Tbc. Bd. 49. 20) Koopmann, H.,  Uber 
die Haufigkeit d. Menschlichen Tuberkulose u. 
einige mit dieser  zusammenhangen den Tuber-
kulose Fragen. Beitr. z.  kl. d.  Tbc. Bd.  64. 1926. 
21) Lange, M., Der.  Primare Lungen herdbei
d. Tbc. d. Kinder.  Zeitschr. f. Tbc. Bd. 38. 1923. 
22)  Liibarsch,  Uber die  Haufigkeit d. tuber-
kulose  Infektion.  Virchows Archive . Bd. 213. 1913. 
23) Michel, R,  Uber die neuren  Vorschlage 
zur Stadien  einteilung  der  Lungen Tbc .  Beitr.  z. 

 klin. d. Tbc.  Bd.  49.  1921. 24) May , Die  Periton-
itis in der verschiedenen Stadien der Tbc .  Beit-
r. z.  kl. der Tbc. Bd. 64. 25) Naegeli,  Uber 
Haufigkeit, Lokalisation &  Ausdehnung, d.  Tbe. 
Virchows Archive. Bd. 160. 26) Nothmann, 

 Uber die Haufigkite d . Tuberkulose im kindes 
 alter.  Berl.  klin. Wochenschr . 1910. Nr. 9. 27) 

 Puhl, H.,  Uber phthisische  primar u. Reinfek-
tion  ind. Lunge. Beitr . z.  kl. d. Tbc. Bd. 52. 1922.



266亭 塚=結 核 ノ臓器分布二關ス,レ綜説 【第13餐1、

28) Pagel, W.,  Uber eine  eigentuml.  Erschein-
ungs form d. mubmassi. Supel infektions herdes 
d. Lunge bei Tbc., Beitr. z.  Id. d. Tbc., Bd. 62. 

 1925.  29)  Nicol,  Die  Entwicklung  & 
 ung  der  Lungen  phthise.  Beitr.  z.  kl.  d.  Tuberk-

ulose. Bd. 30. 30) Ranke, K,  E.,  Primare
Affekt, Sekund. u. tertiare Stad. d. Lungen tbc. 
Dtsch.  Archly. f.  kl. Med. Bd. 119, 1916. 31) 
Ders, Primare,  Sekundare u.  tertiare Tbc. d. 

 Menschen. Munch. med. Wochenschr. Nr. 10. 
1917. 32) Ders, Die Tbc. der verschiedenen 
Lebensalter. Munchen med.  Wochenschrift. 1913. 
Nr. 39. 33) Ribbert, H.,  Uber die einteilung
d. Lungen tbc. Dtsch. med. Wochenschr. 1918. 
Nr. 13. 34) Rudolf, Steinert, Die pleuritis in 

 der. verschiedenen Stadien  der  Tbc. Beitr. z.  kl. 
d.  Tbc. Bd. 64. 35) Schurmann, P., Der  Fri-
markomplex Rankes unter d. anatom. Erschei-
nungsformen d. Tbc., Virchows Archive, Bd. 260. 
1926. 36) Siegen, H., Untersuchung  fiber d. 

primare Komplex unter bsd. Berucksichtigung d. 
Reinfektion d. Lunge. Beitrage z.  kl.  d. Tbc. Bd. 
63, 1926. 37)  Schlenker,  Uber die  Haufigkeit
d.  Tbc. Veranderungen in Menschlichen Leichen. 
Virchows Archive. 134. 38) Sternberg, H., 

 Uber die Lokalisation der  Tuberkulose. Beitr. z. 
 kli. d. Tbc. Bd. 63. 39) Silbergleit,  Beitrage 

zur Entstehung d. Akuten  allgemeine Milliarer 
tuberkulose. Virchows Archive. Bd. 179. 40) 
Schubert & Karl, Der  Formenkreis der  Tuber-
kulose. Beitrage z.  kl.  d. Tuberkulose. Bd. 63. 
41) Ulrici, H., Klinische Einteilung der Lungen 
Tbc. nach d. Anatomischen Grundprozessen. Be-
itr. z.  kl. d. Tbc. Bd. 51. 42) Vierordt,  Uber
die Tbe. der  Serlisen Haute. Zeitschr. f.  kl. 
Medicin. Bd. 13. 43) Wagenheim, Zur Patho-

genese der Meningitis tbc. im Kindesalter. Be-
itr. z.  kl.  d.  tbc.  1928. 44) Wolff,  Uber  tuber-
kultise Pericarditis. Beitr. z.  kl. d.  Tbc. Bd. 30. 
1914. 45) W. H. Stefko, Die Pathologische 
Anatomie d. Juvenilen Tbc.  (Pubertat Phthische 

problem). Beitrage z.  kl. d. Tuberkulose, Bd. 69. 
 46) Wagner,  Uber die  Haufigkeit der Primaren. 

Darm Tbc. in Berlin.  Berl.  klin. Wochenschr.
1905.Nr.5.47)深 町,漕 伏結核病竈 ノ病理解

剖統計的研究.日 本之醫界.第16卷.70-74號.

48)岡,肺 結核ノ初期變化群二就 テ.日 本病理學

會會誌 第十四年.49)岡,結 核初期變化群知

見補遣.東 京醫學會雑誌.第 四十三卷.第 二號.

50)沓 掛,肺 臓ノ初期結核二就テ.新 潟醫大病理

學教室研究報告.第 五輯一.15)福 田,結 核.初

期變化群知見補遺.日 本病理學會會誌.第 二十卷.

52)黒 丸,腸 ノ初期愛化群二就 テ.結 核.第 入巻

第十一號.53)比 企,経 皮膚性結核性初感染 ノ
ー剖検例二就テ.結 核.第 四卷.第 四號.54)緒

方,結 核 ノ初感染 ト再感染.日 新醫學.第 十五年

第七號.55)川 村,結 核 ノ感染及傳搬 臨牀醫

學.第 十六年.第 九號.56)佐 多,結 核 ノ初感

染 ト再感染.結 核.第 三卷.第 三號.57)佐 多.

結核 ノ病期的觀察.日 本病理學會會誌.第 四巻.

58)佐 多,結 核ノ免疫 ト病型(佐 多結核感染 ノ黒

期分類觀)日 本病理學會會誌.第 十二年.59)

佐多,結 核感染ノ病型二關スル新觀念.日 本病理

學會會誌.第 十五年.60)今 村,結 核ノ再感染
二就テ.結 核.第 三卷.第 三號.61)Ascboff,肺

臓細葉二就テ.特 二其肺臓病理二對スル意.東

京醫事新誌.第2388號.62)Aschoff,人體 肺

結核病理ノ現状.東 京醫事新誌.第2387號.63)
ゆ

Aschoff,人 類肺結核病理發生二關スル現時ノ解

訊.醫 事公論.第637號.64)本 邦結核屍

ノニ三ノ統計.最 新結核病論.65)木 村,東 北

地方二於ケル結核性疾患.結 核雑誌.第 二卷.第 一

號.66)大 野,我教 室創立満十一年間 ノ統計的

觀察.福 岡醫科大學雑誌.第 九巻.第 四號.67)

田原,剖 検例2011人 中 ノ結核症ノ病理統計的觀

察醫 學研究.第 三巻.第 三號.68)内 山,剖 榛

材料 ヨリ見タル結核性疾患.東 北醫學雑誌.第 十

九卷.69)原,小兒 結核二於ケル該問題 二就テ.

實地醫家 ト臨牀.第 六卷.第 九號.70)佐 藤,小

牀解屍 ノ結核病竈二關スル病理統計的研究.結 核.

第一卷.第 四號.71)甲 斐,本 邦 二於ケル牀見

結核二就テ.見 科雑誌 第171號.72)萩 谷,本

邦結核ノ多少病變 ノ占居.東 京醫學會雑誌.第 二

十卷.第 十七號.73)山 ロ.結 核 ノ臓器分布二

關スル統計的觀察.北 越醫學會雑誌.第 四十一年.

第 一號.74)前 田,剖 槍材料 ヨリ得タル結核ノ燭

統計的觀察.熊 本醫學會雑誌.第 五卷.第 十二號.

75)緒 方,肺 結核 ノ病理.實驗醫 報.第 十年.第

116-119號.76)木 村,肺 結核 ノ病理.成醫 會

雑誌.第 四十五卷.第 一號.77)大 野,肺 結核

ノ病理.最 新結核臨牀號.78)宮 本,新分類ニ
ヨル肺瘍 ノ病型鑑別.結 核雑誌.第 七卷.第 一號.

79)徐,平 野,肺 結核 ノ比較的治癒二關スル統計.

東京醫學會雑誌.第 二十八卷.80)新 井,相 野

性臓器 二於 ケ ル病理解剖的變化(特 二肺結核症).

日本微生物學會雑誌.第二十四巻.第六號.81)
角田,腸 結核二關スル統計的觀察 臨牀醫學.第

議 潔轟病錦糠 巖矯藩離1
察).十 全會雑誌.第 三十巻.第 二號・.3)倉 島,

福田,病 理解剖上 ヨリ見タル肋膜炎竝 二之 ト結…

核 トノ關係二就テ.新 潟醫科大學病理學教室研究

報告.第八輯.84)今,肋 膜繊維性癒著ノ統計

的觀察及其結核統計二及潔ス影響二就テ.成 啓倉



第4號 】 李塚=結 核 ノ臓器分布二蘭ス,レ綜訊267

月報 第404號.85)藤 浪,剖 検ニヨリ觀察 シ

タル肺結核症 ト肋膜癒著 トノ關係二就テ.日 新醫

學.第 十七年.第 九號.86)黒 丸,腸 結核症 ノ

病理解剖學的研究.(第1及 第2報 告).結 核.第10

巻.第4及 第9號.87)永 松,剖檢 例 二於ケル

肋膜炎ノ統計的觀察 日本病理學會會誌.第 十八

年.88)永 松剖檢例二據ル肋膜炎ノ局所解剖學

的好發部位二就テノ統計的觀察.日 本病理學會會

誌 第二十年.89)吉 田,肋 膜炎ノ統計的觀察

十全會雑誌.第 三十三卷.第 九號.90)倉 島,病

理解剖學上 ヨリ見タル女子生殖器結核 ト腹膜結核

)關 係.日 本病理學會會誌.第 十九年.91)松

田,小兒 結核性鵬膜炎 ノ統計的觀察 免科雑誌.

第374號.92)三 浦,橋 本,十 三歳ヨリ五十歳

二到ル結核性謄膜炎患者ノ統計的觀察.醫 事新聞

第1002號.93)宮 本,肺 結核 ノ新シキ臨牀的

分類二就テ.醫 學中央雑誌.第 十九卷.第 十九號.

94)新 島,腎 臓結核症 ノ病理解剖的研究.皮 膚科

紀要.第八卷.第 三號.95)小澤,比 留間,腎

臓結核ノ統計的觀察.醫 事新聞.第1061號.96)

高桑,結 核性脊椎炎ノ統計的観察 最新結核病論一

97)柳 井,女 子生殖器結核.最 新結核病論98)

H㎝buτger,小兒 結核病及腺病 ノ軌近學理及其

療法.中外醫 事新報.第820-823號.99)櫻 木,

結核屍ノ脾臓ノ組織學的研究 成醫會雑誌.第 四

十七卷.第 六號.100)結 核殊二肺結核.診斷 ト

治療臨時増刊.




